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配布しています！

～認めあい助けあう社会づくりをめざして～

男女共同参画のつどい
北名古屋市女性の会

けんこうウオーキング大会けんこうウオーキング大会
第11回北名古屋第11回北名古屋

～歩いて笑って楽しい人生～～歩いて笑って楽しい人生～～歩いて笑って楽しい人生～

　北名古屋けんこうウオーキング実行委員会主
催のウオーキング大会を開催します。
　「歩く」ことは、生活習慣病予防や改善に効果
があるほか、老化防止やストレス解消などの健
康づくりに役立ちます。ぜひ、ご家族やお友だ
ちと一緒にご参加ください。
　お問い合わせは、東・西保健センターへ。

　ウオーキングカードのスタンプが30個になっ
た方に、達成賞を贈ります。達成された方は、
東・西保健センターへお申し出ください。

と　き　11月28日（土）午前８時45分～
　　　　（受付 午前８時30分～） 雨天中止
集合場所　市役所西庁舎　南側駐車場
コース　うるおいロード（約４㎞）
対　象　健康な方ならどなたでも参加できます。幼   
　　　児や小学校低学年児は、保護者と一緒に参
　　　加してください。
持ち物　タオル、水筒、ウオーキングカード（お持ち
　　　の方のみ）
※大会中の負傷等については、責任は負いかねますので
ご了承ください。

30回の参加者に達成賞

　「北名古屋けんこうプラン 21市民ワ
ーキンググループ」が中心となって、ウ
オーキングマップを作成しました。公共
施設や文化財、史跡等を巡る６コース
を、楽しいイラストで紹介しています。

　

12
月
５
日
、
愛
・
地
球
博
記
念
公

園
を
発
着
点
に
県
内
全
市
町
村
60
チ

ー
ム
が
参
加
す
る『
第
４
回
愛
知
県

市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
』が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
大
会
は
、
愛
知
万
博
の
理
念

を
次
世
代
に
受
け
継
ぐ
こ
と
を
は
じ

め
、
各
市
町
村
の
交
流
、
市
町
村
合

併
後
の
一
体
化
の
促
進
お
よ
び
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
な
ど
が
目
的
で
、
平
成

18
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
力
走
す
る
北
名
古
屋

市
の
選
手
た
ち
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
選
手
の
皆
さ
ん
は
、
広
報

12
月
号
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
課

（
東
庁
舎
）へ
。

と　

き　

12
月
５
日（
土
） 雨
天
決
行

　
　
　
　

午
後
０
時
30
分
ス
タ
ー
ト

コ
ー
ス　
「
愛
・
地
球
博
記
念
公
園
」内
、

　
　
　
　

 

周
回
コ
ー
ス

ウオーキング ロードマップ

市町村対抗駅伝競走大会市町村対抗駅伝競走大会市町村対抗駅伝競走大会
愛知万博メモリアル愛知万博メモリアル愛知万博メモリアル愛知万博メモリアル愛知万博メモリアル

東海テレビで生中継！東海テレビで生中継！東海テレビで生中継！

図
書
館

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す

　インフルエンザが流行っています。
インフルエンザウイルスは、感染力が
非常に強く、普通の「風邪」と比べて症
状が重いため注意が必要です。
　急な発熱や咳、のどの痛みなどイン
フルエンザの症状が疑われる場合は、
早めに医療機関で受診してください。

　けんこうウオーキング大会や東・西保健センター
で配布していますので、健康づくりにぜひご活用く
ださい。

ウオーキング ロードマップをインフルエンザに
　　　　　ご注意を！
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不
用
に
な
っ
た
本
や
雑
誌
を
無
料

で
差
し
上
げ
る「
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ

ア
」を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

12
月
６
日（
日
）午
前
９
時

〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

東
図
書
館　

会
議
室

内　

容　

１
人
10
冊
ま
で

※

ご
家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
本
を
引

き
取
り
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け

る
方
は
、
随
時
東
図
書
館
へ
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
雑
誌
や

百
科
事
典
、
参
考
書
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
東
図
書
館
へ
。

と　

き　

11
月
14
日（
土
）午
前
10
時

〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

文
化
勤
労
会
館　

会
議
室

内　

容　

１
人
10
冊
ま
で

※

ご
家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
本
を
引

き
取
り
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け

る
方
は
、
11
月
10
日（
火
）・
11
日

（
水
）に
西
図
書
館
へ
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
雑
誌
や
百
科
事

典
、
参
考
書
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
西
図
書
館
へ
。

と　

き

　

11
月
14
日（
土
）午
後
１
時
30
分
〜

４
時
頃（
開
場 

午
後
１
時
）

と
こ
ろ

　

総
合
体
育
館　

市
民
ホ
ー
ル

内　

容 

第
１
部　

〇
内　

容　

人
間
紙
芝
居

　

テ
ー
マ　
「
地
域
に
お
け
る
男
女

共
同
参
画
」〜
お
た
が
い
さ
ま
ね

っ
と
で
思
い
や
り
の
社
会
づ
く
り

〜
第
２
部　

〇
講　

演　
「
妻
と
夫
の
定
年
塾
」

　

講　

師　

西
田
小
夜
子
氏（
作
家
、

「
定
年
塾
」主
宰
）

整
理
券

　

11
月
４
日（
水
）か
ら
生
涯
学
習
課

（
東
庁
舎
）、
文
化
勤
労
会
館
、
東

公
民
館
で
配
布
し
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
女
性
の
会
代

表
大
口
☎（
22
）３
７
８
１
ま
た
は
生

涯
学
習
課（
東
庁
舎
）へ
。

東
図
書
館

西
図
書
館

定年後の夫婦の生態を新聞に連載し、
「みのむし夫」「こたつむり妻」などの
造語で話題となる。
快適な老後を目標に「定年塾」を立ち上げる。
全国各地で講演し、テレビやラジオで活躍している。
東京新聞、中日新聞にコラムを連載中。
著書「定年漂流」「妻と夫の定年塾Ⅰ・Ⅱ」ほか多数。

西田小夜子氏プロフィール

～認めあい助けあう社会づくりをめざして～～認めあい助けあう社会づくりをめざして～～認めあい助けあう社会づくりをめざして～

男女共同参画のつどい男女共同参画のつどい男女共同参画のつどい
北名古屋市女性の会北名古屋市女性の会北名古屋市女性の会

歴史民俗資料館 企画展
「昭和レトロ雑貨大全」
～暮らしのなかに、なつかしさを。～

と　

き  

11
月
１
日（
日
）〜

　
　
　

  

平
成
22
年
１
月
31
日（
日
）

　
　
　

  

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ  

歴
史
民
俗
資
料
館

　

最
近
、
気
に
入
っ
た
雑
貨
を
生
活
に
取
り
入
れ
る
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
が
流
行
し
て
い
ま
す
。
こ
の
企
画
展
で
は
、

懐
か
し
く
も
あ
り
、
デ
ザ
イ
ン
的
に
も
か
っ
こ
い
い
昭
和

時
代
の
雑
貨
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
を
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。
懐
か
し
さ
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
今
の
生
活
に
取

り
入
れ
る
こ
と
で
、
住
空
間
を
彩
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
名
古
屋
芸
術
大
学
デ
ザ
イ
ン
学
部
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア

ル
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
の
学
生
に
よ
る「
レ
ト
ロ
・
回
想
を
デ

ザ
イ
ン
す
る
」を
テ
ー
マ
に
製
作
さ
れ
た
作
品
も
展
示
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

～歩いて笑って楽しい人生～

市町村対抗駅伝競走大会
愛知万博メモリアル愛知万博メモリアル

東海テレビで生中継！

東
西
図
書
館

図
書
館

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す

図
書
館

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
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　介護サービスを利用するには、高齢福祉課に要介護
認定の申請をして「介護や支援が必要である」と認定さ
れることが必要です。
　申請をすると、認定調査や介護認定審査会を経て、
介護が必要な状態かどうか、またどのくらいの介護が
必要であるかが決まります。サービスが利用できるま
での手続きの流れをご紹介します。
　お問い合わせは、高齢福祉課（東庁舎）へ。

介護保険サービスの
　　　　　利用の仕方
～まずは要介護認定の申請手続きを！～

医師の意見書コンピュータ判定

　サービスの利用を希望さ
れる方は、高齢福祉課の窓
口で「要介護認定」の申請を
してください。

認定調査　
　　心身の状況を調べるために、本人 
　や家族などから聞き取り調査を行い
　ます。

介護認定審査会　
　　認定調査の結果と医師の意見書を
　もとに、保健、医療、福祉の専門家
　による審査が行われます。

申
請
す
る

要
介
護
認
定

　認定の有効期間は原則として12か月
です。介護を必要とする度合いに変化が
なく、引き続きサービスを利用する場合
には、有効期間満了前に更新の申請をし
てください。

更新の申請

変更の申請
　介護を必要とする度合いに変化があっ
た場合は、認定の有効期間内でも認定変
更の申請をすることができます。

1

2

　介護を必要とする度合い
（要介護状態区分）は、原則と
して申請から30日以内に認
定され、認定結果が通知され
ます。
〇要支援1、2
〇要介護1～5

認
定
結
果
の
通
知

3
　在宅サービスか施設サービスのど
ちらを利用するか選択します。
・在宅サービス（自宅への訪問や施設
　に通所してサービスを利用する）
・施設サービス（施設に入所してサー
　ビスを利用する）
　〇要介護1～5

在
宅
、
施
設
の
選
択

4

　どのようなサービスをどのくらい
利用するかという介護サービス計画
（ケアプラン）をつくります。要介護
の判定を受けた方は、居宅介護支援
事業所へ、要支援の判定を受けた方
は、地域包括支援センターへ計画の
作成を依頼します。

介
護
サ
ー
ビ
ス

　
　

計
画
の
作
成

5

　介護サービス計画に基
づいてサービスを利用し
ます。
　原則として費用の 1
割が利用者負担となりま
す。

サ
ー
ビ
ス
の
利
用

6

　

詩
人
で
児
童
文
学
作
家
の
藤
川
幸

之
助
さ
ん
に
よ
る
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

認
知
症
の
母
親
に
寄
り
添
い
な
が

ら
、
自
身
の
体
験
や
想
い
を
綴
っ
た

詩
の
朗
読
を
交
え
た
講
演
で
す
。

　
「
母
が
病
気
に
な
っ
た
か
ら
、
こ

ん
な
に
も
深
く『
生
き
る
』と
い
う
こ

と
の
意
味
を
考
え
る
こ
と
が
で
き

た
」と
い
う
藤
川
さ
ん
の
心
に
し
み

る
言
葉
を
聴
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

11
月
21
日（
土
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分（
開
場 

午
後
０

時
30
分
〜
）

と
こ
ろ　

文
化
勤
労
会
館　

大
ホ
ー

ル
定　

員　

７
５
０
人（
先
着
順
）

講　

師　

藤
川
幸
之
助
氏（
詩
人
・

児
童
文
学
作
家
）

演　

題　
「
支
え
る
側
が
支
え
ら
れ

る
と
き
」〜
認
知
症
の
母
が
教
え

て
く
れ
た
こ
と
〜

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
福
祉
課

（
東
庁
舎
）へ
。

認知症講演会
藤川幸之助

京都新聞社提供

～認知症の母が
　教えてくれたこと～



平成21年　11月5

　障害福祉サービスには、生活または療養に必要な介護である「介護給付」と就労につながる支援である
「訓練等給付」があります。
　お問い合わせは、社会福祉課（西庁舎）へ。
対　象　身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、自立支援医療受給者証 （精神通
　　　　院）をお持ちの方。ただし、１８歳未満で療育の必要な方は、療育手帳等がなくても対象
　　　　となります。
負担額　費用の１割。ただし、世帯の所得に応じて上限額があります。
内　容　

介護給付

居宅介護
（ホームヘルプ）

生活介護

療養介護

短期入所
（ショートステイ）

行動援護

重度訪問介護

重度障害者等
包括支援

訓練等給付

自宅で、入浴、排せつ、食事の介助を行います。

常に介護が必要な方に、施設で入浴や排せつ、食事の介護や創作的活
動等の機会を提供します。

医療の必要な障害者で常に介護が必要な方に、医療機関で機能訓練、
療養上の管理、看護、介護等を行います。

家で介護を行う方が病気等の場合、短期間、施設へ入所できます。

知的障害や精神障害により行動が困難で常に介護が必要な方に、行動
するときに必要な介助や外出時の移動の補助等を行います。

重度の障害があり常に介護が必要な方に、自宅で、入浴や排せつ、食
事等の介助や外出時の移動の補助を行います。
常に介護が必要な方のなかでも介護が必要な程度が非常に高いと認め
られた方には、居宅介護などの障害福祉サービスを包括的に提供しま
す。

児童デイサービス 障害児が施設に通い、日常生活の基本的な動作の指導や集団生活への
適応訓練等を受けられます。
自立した日常生活や社会生活ができるよう、一定の期間、身体機能や
生活能力向上のために必要な訓練を行います。自立訓練 

就労移行支援

就労継続支援

就労を希望する方に、一定の期間における生産活動やその他の活動の
機会の提供、知識や能力の向上のための訓練を行います。
通常の事業所で働くことが困難な方に、就労の機会の提供やその他の
活動の機会の提供、知識や能力の向上のための訓練を行います。

種　類 サービスの名称 サービスの内容

居住支援（生活の場におけるサービス）

日中支援（昼間の活動を支援するサービス）

障害者自立支援法障害福祉サービスをご利用ください！

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
さ
れ

た
全
額
が
所
得
税
・
市
県
民
税
の
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
社
会
保
険

料
控
除
の
適
用
を
受
け
る
に
は
、「
社

会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除

証
明
書
」ま
た
は
領
収
書
の
添
付
が

必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
１
年
間
に
納
付
さ
れ

た
国
民
年
金
保
険
料
の
額
を
証
明
す

る「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険

料
）控
除
証
明
書
」（
は
が
き
）が
、
11

月
上
旬
に
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ

れ
ま
す
。
証
明
内
容
は
、
本
年
１
月

か
ら
９
月
30
日
ま
で
に
納
付
さ
れ
た

国
民
年
金
保
険
料
額
と
、
年
内
に
納

付
が
見
込
ま
れ
る
場
合
の
納
付
見
込

額
で
す
。

　

ま
た
、
年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金

に
加
入
し
た
場
合
等
、
10
月
１
日
以

降
に
今
年
初
め
て
保
険
料
を
納
付
す

る
方
は
、
来
年
２
月
上
旬
に
同
様
の

証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告
等
の

手
続
き
に
は
、
必
ず
こ
の
証
明
書
や

領
収
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
名
古
屋
西
社

会
保
険
事
務
所
☎
０
５
２（
５
２
４
）

６
８
３
２
へ
。

社
会
保
険
料

　

控
除
証
明
書
が

　
　

送
付
さ
れ
ま
す

訓練等給付

介護給付
施設入所支援

共同生活介護
（ケアホーム）

共同生活援助
（グループホーム）

地域で共同生活を営む方に、住居における相談や日常生活上の援助を
行います。

共同生活の場所で入浴や排せつ、食事の介護等が受けられます。

施設に入所する方に、入浴や排せつ、食事の介護等を行います。

種　類 サービスの名称 サービスの内容



　

相
談
支
援
事
業

　　
障
害
を
有
す
る
方
か
ら
無
料
で
相

談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
提
供
や
助

言
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
等
を
行
い

ま
す
。

対　

象　

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育

手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
、
自
立
支
援
医
療
受
給
者
証（
精

神
通
院
）を
お
持
ち
の
方
等
、
自
閉

症
等
に
よ
り
障
害
者
医
療
受
給
者

証
を
お
持
ち
の
方
。
た
だ
し
、
18

歳
未
満
で
知
的
障
害
の
方
は
、
療

育
手
帳
が
な
く
て
も
利
用
で
き
ま

す
。

相
談
支
援
事
業
者

〇
社
会
福
祉
協
議
会
内「
社
協
障
害
者

支
援
セ
ン
タ
ー
」☎（
22
）１
１
１
１

〇（
株
）総
合
福
祉
サ
ー
ビ
ス
Ｊ
・
Ｙ
ｏ

ｕ
内「
じ
ゃ
が
い
も
畑
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
」☎（
23
）４
０
０
８

〇（
株
）福
祉
の
里
内「
北
名
古
屋
ケ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
」☎

（
24
）８
６
７
１

〇
福
祉
の
杜
内「
尾
張
中
部
障
害
者

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
杜
の

風
」☎（
22
）１
１
２
３

〇
特
定
非
営
利
活
動
法
人
太
陽（
精

神
）内「
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

七
彩
」☎（
25
）０
６
３
１

　

手
話
通
訳
者
設
置
事
業

　

手
話
通
訳
者
を
社
会
福
祉
協
議
会

に
配
置
し
、
障
害
を
有
す
る
方
と
そ

の
他
の
方
と
の
意
思
疎
通
を
仲
介
し

ま
す
。

対　

象　

聴
覚
、
音
声
機
能
、
言
語

機
能
に
障
害
を
有
す
る
方
、
聴

覚
、
音
声
機
能
、
言
語
機
能
に
障

害
を
有
す
る
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
必
要
な
方

申
込
み　

社
会
福
祉
協
議
会

　

手
話
通
訳
者
・

　
　

要
約
筆
記
者
等
派
遣
事
業

　

日
常
生
活
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
や
情
報
の
取
得
に
支
障
の
あ
る
聴

覚
、
音
声
機
能
、
言
語
機
能
の
障
害

を
有
す
る
方
に
手
話
通
訳
者
、
要
約

筆
記
者
を
派
遣
し
ま
す
。
た
だ
し
、

趣
味
活
動
、
営
業
活
動
、
団
体
役
員

等
の
活
動
等
に
は
派
遣
で
き
ま
せ

ん
。

対　

象　

聴
覚
、
音
声
機
能
、
言
語

機
能
に
障
害
を
有
す
る
方
、
聴

覚
、
音
声
機
能
、
言
語
機
能
に
障

害
を
有
す
る
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
必
要
な
方

交
通
費　

手
話
通
訳
者
、
要
約
筆
記

者
の
交
通
費
は
、
１
５
０
０
円

（
年
12
回
を
限
度
）ま
で
は
市
が
支

給
し
、
超
え
た
と
き
は
利
用
者
の

負
担
と
な
り
ま
す
。
自
動
車
の
場

合
は
、
１
㎞
当
た
り
25
円
ま
で
支

給
し
ま
す
。

申
込
み　

派
遣
日
の
10
日
前
ま
で
に

社
会
福
祉
協
議
会
へ
。

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

　

障
害
を
有
す
る
方
に
、
創
作
・
生

産
活
動
の
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

対　

象　

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育

手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
、
自
立
支
援
医
療
受
給
者
証

（
精
神
通
院
）を
お
持
ち
の
方
、
自

閉
症
等
に
よ
り
障
害
者
医
療
受
給

者
証
を
お
持
ち
の
方
。
た
だ
し
、

18
歳
未
満
で
知
的
障
害
の
方
は
、

療
育
手
帳
が
な
く
て
も
利
用
で
き

ま
す
。
な
お
、
障
害
者
自
立
支
援

法
に
伴
う
日
中
活
動
サ
ー
ビ
ス（
生

活
介
護
、
自
立
訓
練
、
就
労
移
行

支
援
、
就
労
継
続
支
援
、
旧
法
授

産
施
設
）が
優
先
と
な
り
ま
す
。

申
込
み　

社
会
福
祉
課（
西
庁
舎
）

　

移
動
支
援
事
業

　

障
害
を
有
す
る
方
で
屋
外
で
の
移

動
が
困
難
な
方
に
、
外
出
の
た
め
の

移
動
支
援
を
行
い
ま
す
。

対　

象　

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育

手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
、
自
立
支
援
医
療
受
給
者
証（
精

神
通
院
）を
お
持
ち
の
方
、
自
閉
症

等
に
よ
り
障
害
者
医
療
受
給
者
証

を
お
持
ち
の
方
。
た
だ
し
、
18
歳
未

満
で
知
的
障
害
の
方
は
、
療
育
手

帳
が
な
く
て
も
利
用
で
き
ま
す
。

な
お
、
障
害
者
自
立
支
援
法
に
伴

う
行
動
援
護
が
優
先
と
な
り
ま
す
。

実
施
方
法

〇
個
別
支
援
型　

外
出
に
お
け
る
個

別
へ
の
移
動
支
援

〇
グ
ル
ー
プ
支
援
型　

最
大
４
人
ま

で
の
複
数
人
か
ら
な
る
グ
ル
ー
プ

の
外
出
に
お
け
る
集
団
へ
の
移
動

支
援（
屋
内
で
実
施
さ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
等
へ
の
参
加
で
安
全
が
確
保
さ

れ
る
場
合
の
み
）

派
遣
時
間　

１
日
８
時
間
ま
で

申
込
み　

社
会
福
祉
課（
西
庁
舎
）

『地域生活支援事業』の手続き
① 相談支援事業者に相談
② 障害の状態や介護の状況を確認
③ 相談支援事業者が「ケアプラン」を作成
④ 「ケアプラン」を持参して市役所へ利
　 用申請
⑤ 支給量の決定
⑥ 受給者証の発行
⑦ 委託事業者と契約し利用
※地域活動支援センター、移動支援、生活
サポート、日中一時支援、訪問入浴事業
は、上記の手続きが必要です。
　　地域活動支援センター、移動支援、日
中一時支援事業は、発達障害児（者）のう
ち、必要と認めた方も対象となります。

　障害者自立支援法に定められた相談
支援やコミュニケーション支援などの
『地域生活支援事業』を行っています。
市と契約した事業所でご利用ください。

障害者自立支援法

地域生活支援事業
を行っています

平成21年　11月 6

地域生活支援事業
障害者自立支援法

を行っています



　

自
動
車
改
造
助
成
事
業

　

重
度
の
障
害
を
有
す
る
方
が
、
通

勤
・
通
学
・
通
院
・
就
労
等
の
た
め

に
自
ら
が
所
有
し
、
運
転
す
る
自
動

車
を
改
造
す
る
た
め
の
経
費
を
助
成

し
ま
す
。

対　

象　

身
体
障
害
者
手
帳（
上
肢
・

下
肢
・
体
幹
機
能
障
害
）を
お
持
ち

で
、
道
路
交
通
法
91
条
に
規
定
す

る「
免
許
の
条
件
」を
付
さ
れ
た
方

限
度
額　

９
万
円

申
込
み　

社
会
福
祉
課（
西
庁
舎
）

　

自
動
車
運
転
免
許
取
得
費

　
　
　
　
　
　
　
　

助
成
事
業

 　

教
習
所
に
通
い
、
第
１
種
普
通
自

動
者
免
許
の
取
得
の
た
め
に
要
す
る

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対　

象　

身
体
障
害
者
手
帳〔
視
覚
機

能
障
害
１
〜
３
級
、
聴
覚
機
能
障

害
２
・
３
級
、
平
衡
機
能
障
害
３

級
、
音
声
言
語
機
能
障
害
３
級（
喉

頭
摘
出
者
の
み
）、
上
肢
機
能
障
害

１･

２
級
、
下
肢
機
能
障
害
１
〜
５

級
、
体
幹
機
能
障
害
１
〜
３
級
お

よ
び
５
級
、
運
動
機
能
障
害（
上
肢

機
能
）１･

２
級（
１
級
で
上
肢
の
場

合
は
除
く
）、
運
動
機
能
障
害（
移

動
機
能
）１
〜
６
級
、
内
部
機
能
障

害
１
級
お
よ
び
３
・
４
級
〕を
お
持

ち
の
方
、
ま
た
は
療
育
手
帳
を
お

持
ち
の
方
、
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
１
級
を
お
持
ち
の
方

限
度
額　

９
万
円

申
込
み　

社
会
福
祉
課（
西
庁
舎
）

　

日
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業

　

重
度
の
障
害
を
有
す
る
方
に
、
自

立
生
活
支
援
用
具
等
の
日
常
生
活
用

具
を
給
付
し
ま
す
。

対　

象　

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育

手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
を
お
持
ち
の
方（
日
常
生
活
用

具
の
種
類
に
よ
り
対
象
者
が
異
な

り
ま
す
） 

用
具
の
種
類　

特
殊
寝
台
、
入
浴
補

助
用
具
、
特
殊
便
器
、
ス
ト
マ
用

装
具
、
紙
お
む
つ
等

申
請
に
必
要
な
も
の　

対
象
の
手
帳
、

見
積
書
、
印
か
ん

申
込
み　

社
会
福
祉
課（
西
庁
舎
）ま

た
は
高
齢
福
祉
課（
東
庁
舎
）へ
。

　

就
職
支
度
金
支
給
事
業

　

身
体
障
害
者
更
生
施
設
等
に
入
所

ま
た
は
通
所
施
設
で
更
生
訓
練
を
終

了
し
た
方
、
ま
た
は
就
労
移
行
支
援

事
業
、
就
労
継
続
支
援
事
業
を
利
用

し
、
就
職
ま
た
は
自
営
に
よ
り
施
設

を
退
所
す
る
こ
と
と
な
っ
た
方
に
就
職

支
度
金
を
支
給
し
ま
す
。

対　

象　

就
職
等
を
す
る
障
害
を
有

す
る
方

支
度
金
額　

３
万
６
０
０
０
円
以
内

申
込
み　

社
会
福
祉
課（
西
庁
舎
）

　

生
活
サ
ポ
ー
ト
事
業

　

介
護
給
付
支
給
決
定
者
以
外
で
、

日
常
生
活
や
家
事
に
支
援
が
必
要
な

方
に
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
ま
す
。

対　

象　

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育

手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
、
自
立
支
援
医
療
受
給
者
証（
精

神
通
院
）を
お
持
ち
の
方
、
自
閉
症

等
に
よ
り
障
害
者
医
療
受
給
者
証

を
お
持
ち
の
方
。
た
だ
し
、
18
歳

未
満
で
知
的
障
害
の
方
は
、
療
育

手
帳
が
な
く
て
も
利
用
で
き
ま
す
。

申
込
み　

社
会
福
祉
課（
西
庁
舎
）

　

日
中
一
時
支
援
事
業

　
　
〔
日
中
支
援
事
業（
障
害
者
）・　

　
　

タ
イ
ム
ケ
ア
事
業（
障
害
児
）〕

　
　

 

日
中
支
援
事
業（
障
害
者
）

　

障
害
を
有
す
る
方
の
日
中
活
動
の

場
を
確
保
し
、
日
常
的
に
介
護
し
て

い
る
家
族
の
一
時
的
な
休
憩
お
よ
び
そ

の
家
族
の
一
時
的
な
就
労
支
援
に
利

用
で
き
ま
す
。

利
用
期
間　

原
則
月
７
日
以
内

タ
イ
ム
ケ
ア
事
業（
障
害
児
）

　

特
別
支
援
学
級
ま
た
は
特
別
支
援

学
校
等
に
通
う
小
学
生
お
よ
び
中
学

生
、
高
校
生
の
下
校
後
や
夏
休
み
等

の
長
期
休
暇
時
に
活
動
す
る
場
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
日
常
的
に
介
護

し
て
い
る
家
族
の
一
時
的
な
休
憩
お

よ
び
就
労
支
援
に
利
用
で
き
ま
す
。

利
用
期
間　

原
則
月
12
日
以
内
。
た

だ
し
、
月
12
日
の
う
ち
月
７
日
ま

で
は
日
中
支
援
事
業
と
し
て
利
用

で
き
ま
す
。

対　

象　

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育

手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
、
自
立
支
援
医
療
受
給
者
証（
精

神
通
院
）を
お
持
ち
の
方
、
自
閉
症

等
に
よ
り
障
害
者
医
療
受
給
者
証

を
お
持
ち
の
方
。
た
だ
し
、
18
歳

未
満
で
知
的
障
害
の
方
は
、
療
育

手
帳
が
な
く
て
も
利
用
で
き
ま
す
。

申
込
み　

社
会
福
祉
課（
西
庁
舎
）

　

職
親
委
託
制
度
事
業

　　

知
的
障
害
を
有
す
る
方
の
雇
用
促

進
と
職
場
定
着
を
高
め
る
た
め
、
事

業
経
営
者
等
を
職
親
と
し
て
登
録
し
、

知
的
障
害
を
有
す
る
方
を
一
定
期
間

職
親
に
預
け
、
生
活
指
導
お
よ
び
技

能
習
得
訓
練
等
を
行
い
ま
す
。

対　

象　

知
的
障
害
を
有
す
る
方

申
込
み　

社
会
福
祉
課（
西
庁
舎
）

　

訪
問
入
浴
事
業

　

自
宅
で
の
入
浴
が
困
難
な
重
度
の

障
害
を
有
す
る
方
に
、
入
浴
車
を
派

遣
し
ま
す
。

対　

象　

身
体
障
害
１
〜
２
級（
下
肢

障
害
・
体
幹
障
害
）で
、
医
師
が
入

浴
を
認
め
た
方

利
用
回
数　

週
３
回
ま
で

申
請
に
必
要
な
も
の　

市
指
定
の
診

断
書

申
込
み　

社
会
福
祉
課（
西
庁
舎
）
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事
業
者
、
市
民
団
体
等
、
市
の
三

者
で
構
成
す
る「
市
レ
ジ
袋
削
減
懇

談
会
」で
は
、
マ
イ
バ
ッ
グ
で
の
お

買
い
物
マ
ナ
ー
を
つ
く
り
、
啓
発
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

買
い
物
の
と
き
に
お
店
で
も
ら
う

レ
ジ
袋
は
、
家
庭
に
持
ち
込
め
ば
大

半
が
ご
み
と
な
っ
て
破
棄
さ
れ
ま

す
。
レ
ジ
袋
は
、
燃
え
る
ご
み
と
し

て
処
理
す
る
と
地
球
温
暖
化
の
原
因

と
な
る
二
酸
化
炭
素
が
発
生
し
た

り
、
捨
て
れ
ば
環
境
汚
染
の
原
因
と

な
り
ま
す
。

　

買
い
物
を
す
る
と
き
は
、
マ
イ
バ

ッ
グ
を
持
参
し
、
環
境
に
や
さ
し
い

消
費
者
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

　

マ
イ
バ
ッ
グ
で
買
い
物
を
す
る
時

は
、
お
店
の
人
に
万
引
き
な
ど
の
誤

解
を
与
え
な
い
よ
う
次
の
マ
ナ
ー
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

○
マ
イ
バ
ッ
グ
を
カ
バ
ン
や
車
の
中

な
ど
に
入
れ
て
お
き
、
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
使
え
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

○
お
店
に
入
っ
た
ら
、
必
ず
お
店
の

か
ご
に
品
物
を
入
れ
て
、
レ
ジ
ま

で
持
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
課（
西

庁
舎
）へ
。

　

市
で
は
、
レ
ジ
袋
削
減
に
向
け
た

取
り
組
み
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る

市
内
事
業
者（
ス
ー
パ
ー
等
の
小
売

業
者
）を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
事
業
者
を
は
じ
め
、
市

レ
ジ
袋
削
減
懇
談
会
、
市
で
レ
ジ
袋

の
有
料
化
等
の
取
り
組
み
内
容
や
削

減
目
標
等
を
定
め
た
協
定
を
結
び
、

レ
ジ
袋
の
多
量
配
布
や
使
用
を
抑
制

し
、
マ
イ
バ
ッ
グ
の
持
参
を
推
進
し

よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

地
球
温
暖
化
防
止
や
ご
み
減
量
、

資
源
節
約
に
向
け
て
、
ぜ
ひ
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
レ

ジ
袋
削
減
の
参
加
事
業
者
募
集
」を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
課（
西

庁
舎
）へ
。

事
業
者
の
皆
さ
ん

レ
ジ
袋
削
減
の
協
定
へ
ご
参
加
を

レ
ジ
袋
削
減
の
協
定
へ
ご
参
加
を

レ
ジ
袋
削
減
の
協
定
へ
ご
参
加
を

レ
ジ
袋
削
減
の
協
定
へ
ご
参
加
を

レ
ジ
袋
削
減
の
協
定
へ
ご
参
加
を

消
費
者
の
皆
さ
ん

マ
イ
バ
ッ
グ
で
上
手
に
お
買
い
物

マ
イ
バ
ッ
グ
で
上
手
に
お
買
い
物

マ
イ
バ
ッ
グ
で
上
手
に
お
買
い
物

マ
イ
バ
ッ
グ
で
上
手
に
お
買
い
物

マ
イ
バ
ッ
グ
で
上
手
に
お
買
い
物

就学校を変更できます

小・中学校 新１年生は
一部の地域に限り 

浄化槽の適正な管理をしましょう

正しい分別にご協力を！
プラスチック製容器包装プラスチック製容器包装プラスチック製容器包装プラスチック製容器包装プラスチック製容器包装

　最近、『プラスチック製容器包装』の分別で、資源化できない汚
れのひどいものや異物が混ざっているものが多くみられ、リサ
イクル処理に苦慮しています。プラスチック製容器包装は、プ
ラスチック原料、化学原料、燃料等にリサイクルされますが、
汚れたものなどはリサイクルできません。
　資源を有効利用するためにも、正しい分別にご協力ください。
　お問い合わせは、環境課（西庁舎）へ。

プラスチック製容器包装とは
　商品を入れた容器や包装のプラ
スチック製のものをいいます。

このマークが
目印です！

出すときの注意点

■汚れのあるものは、水で軽く流してから出し
てください。

■中身の残っているものは、使い切って、水で
軽く流してから出してください。

■プラスチック製容器包装以外の異物を入れな
いでください。

■プラスチック製容器包装以外の資源は、資源
集積所に出してください。

■プラスチック製容器包装以外のプラスチック
製品は、可燃ごみまたは不燃ごみとして出し
てください。

■次のものは、可燃ごみとして出してください。
〇簡単に落ちないような汚れのひどいもの
〇中身が簡単に取れず残っているもの
〇強い臭いのあるもの

マヨネーズが残ったままの容器
食べ残しがある弁当容器
わさびや歯みがき粉等が残ったままのチューブ
レトルト食品の残ったままの袋など

ライター、乾電池、くぎ、ビンなど

ペットボトル（飲料用、しょうゆ用など）

バケツ、カセット、ボールペンなど

の
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レ
ジ
袋
削
減
の
協
定
へ
ご
参
加
を

レ
ジ
袋
削
減
の
協
定
へ
ご
参
加
を

マ
イ
バ
ッ
グ
で
上
手
に
お
買
い
物

マ
イ
バ
ッ
グ
で
上
手
に
お
買
い
物

　

市
内
の
小
・
中
学
校
の
通
学
区
域

が
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
一
部
の
地

域
で
次
の
と
お
り
変
更
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

該
当
す
る
方
で
希
望
さ
れ
る
方

は
、
12
月
11
日（
金
）ま
で
に「
就
学

校
の
変
更
・
区
域
外
就
学
申
請
書
」

（
学
校
教
育
課
に
あ
り
ま
す
）を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

就
学
校
の
変
更
基
準

①
指
定
校
が
遠
距
離（
小
学
校
は
直

線
距
離
が
お
お
む
ね
１
㎞
以
上
、

中
学
校
は
直
線
距
離
が
お
お
む
ね

２
㎞
以
上
）で
、
よ
り
近
い
隣
接

校
へ
の
就
学
を
希
望
す
る
場
合
。

ま
た
、
別
表
に
定
め
る
地
域
に
居

住
し
、
保
護
者
が
指
定
校
以
外
の

学
校
を
希
望
し
た
場
合
。

　
　

た
だ
し
、
新
た
に
１
年
生
に
就

学
す
る
児
童
・
生
徒
に
限
り
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
児
童
・
生
徒
の

兄
姉
も
希
望
す
れ
ば
同
じ
学
校
に

通
え
ま
す
。

※

小
学
校
を
変
更
希
望
し
た
場
合
の

中
学
校
へ
の
就
学
は
、
通
学
区
域

に
基
づ
く
も
の
と
し
ま
す
。
た
だ

し
、
在
籍
す
る
小
学
校
に
該
当
す

る
中
学
校
へ
の
就
学
を
希
望
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

②
①
の
受
け
入
れ
児
童
・
生
徒
数

は
、
あ
ら
か
じ
め
教
育
委
員
会
が

明
示
し
た
範
囲
内
と
し
ま
す
。

※

受
入
可
能
人
数
を
超
え
た
場
合
は

抽
選
と
し
ま
す
。

③
学
年
途
中
に
市
内
へ
転
入
お
よ
び

転
居
し
、①
の
条
件（
こ
の
場
合
は

全
学
年
を
対
象
）で
申
請
が
あ
っ

た
と
き
、
該
当
校
の
受
け
入
れ
児

童
・
生
徒
数
に
余
裕
が
あ
る
と
き

に
限
り
認
め
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
学
校
教
育
課

（
東
庁
舎
）へ
。鹿田栄 101～ 194 番地、鹿田

西村前、鹿田藤の木、鹿田大日堂
附 4022 番地、鹿田西藤之木、
片場天王森 25～ 49 番地、75
～ 86 番地、片場八反 12番地、
30～38番地、52～117番地、
片場八瀬の木、高田寺上外浦、高
田寺北の川1～ 21番地、高田寺
砂場1～6番地

区　域 指定校 変更可能な
学校

訓原中学校 師勝中学校

（別表）

就学校を変更できます就学校を変更できます就学校を変更できます

小・中学校 新小・中学校 新１年生年生は
一部の地域に限り 一部の地域に限り 
小・中学校 新１年生は
一部の地域に限り 

　

市
で
は
、
木
造
住
宅
の
無
料
耐
震

診
断
の
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

こ
の
診
断
は
、
市
が
派
遣
す
る
耐

震
診
断
員
が
、
住
宅
の
耐
震
性
能
を

数
値
化
し
、
地
震
に
対
す
る
安
全
性

を
診
断
す
る
も
の
で
す
。

　

診
断
後
は
、
結
果
報
告
と
耐
震
改

修
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
住
宅

　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
工
事

が
着
工
さ
れ
た
木
造
住
宅（
在
来

軸
組
構
法
お
よ
び
伝
統
構
法
の
戸

建
て
、
長
屋
、
共
同
住
宅
、
併
用

住
宅
で
貸
家
を
含
む
）

建
物
規
模
等

　

２
階
建
て
以
下
で
現
在
も
居
住
し

て
い
る
こ
と

対　

象　

住
宅
の
所
有
者

申
込
み　

申
請
書（
施
設
管
理
課
に

あ
り
ま
す
）に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
施
設
管
理
課（
西
庁
舎
）へ
。

木
造
住
宅
無
料
耐
震
診
断
希
望
者
募
集

　浄化槽を使われている方は、法律により適正な維持管理を行
うことが義務付けられています。
　浄化槽は、微生物の働きを利用して汚水や生活雑排水を浄化
するため、定期的に維持管理を行わないと浄化槽の機能の低下
や悪臭等の発生で、公共水域の水質汚濁の原因となります。
　浄化槽を効果的に長く利用するためにも、各専門業者に依頼
し、適正な管理を行いましょう。
　お問い合わせは、環境課（西庁舎）へ。

浄化槽の適正な管理をしましょう浄化槽の適正な管理をしましょう浄化槽の適正な管理をしましょう

法定検査
（年１回）

保守点検
（年３回以上）

　浄化槽が正常に機能しているか総合的に判断す
るための検査です。浄化槽法では、設置後も年１
回の法定検査を受けることが定められています。
問合せ　愛知県浄化槽協会☎052（481）7160

　浄化槽のさまざまな稼動状況を調べて、機器の
点検・調整・修理や消毒薬の補充等を行います。
　点検事業者については、尾張県民事務所環境保
全課☎052（961）7211へ。
　浄化槽では、し尿等を微生物の働きによって浄
化しますが、汚泥等が発生するため、汚泥等の引
き抜きや洗浄を行います。
　清掃の依頼は、輪栄工業㈱☎（73）5210または
㈱アイホク☎0587（66）2112へ。

維持管理の区分 維持管理の内容等

　清   掃
（年１回以上）

プラスチック製容器包装プラスチック製容器包装
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～アクティブ・シニア・ライフ・北名古屋～～アクティブ・シニア・ライフ・北名古屋～そ
の
３

篠田幸彦 記者篠田幸彦 記者小金澤 愛 記者

～北名古屋市の歴史に触れる「文化財をめぐる旅」～

　

市
が
主
催
す
る
市
内
施
設
見
学
。

最
後
と
な
る
今
回
は
、「
文
化
財
を
め

ぐ
る
旅
」。
私
た
ち
の
ま
ち
が
と
て
も

深
い
歴
史
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
あ

ら
た
め
て
知
り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
市
の
北
西
に
あ
る
高

塚
古
墳
を
見
学
し
ま
し
た
。
伊
藤
学

芸
員
さ
ん
か
ら
、
円
墳
と
し
て
は
県

内
で
２
番
目
の
大
き
さ
で
あ
る
こ
と
、

ニ
ワ
ト
リ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
埴

輪
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
、

祀
ら
れ
て
い
る
の
は
大
和
政

権
と
つ
な
が
り
を
も
っ
て
い

た
人
物
と
推
察
で
き
る
こ
と

な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

現
地
見
学
の
後
、
歴
史
民
俗
資
料
館

で
実
際
に
出
土
し
た
埴
輪
に
触
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
１
５
０
０
年
前

に
は
ど
の
よ
う
な
人
々
が
ど
の
よ
う

な
暮
ら
し
を
し
て
い
た
の
か
、
古
代

の
技
術
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
動
し
、

太
古
の
ロ
マ
ン
を
感
じ
ま
し
た
。

　

次
に
、
流
鏑
馬
の
道
具
や
衣
装
が

保
存
さ
れ
て
い
る
熊
之
庄
歴
史
資
料

館
を
見
学
。
神
輿
や
屏
風
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
て
、

当
時
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
を
想
像
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
６
本

指
の
阿
弥
陀
如
来
座
像
を
本
尊
と
す

る
雲
太
寺
、
鋳
鉄
地
蔵
菩
薩
立
像
を

保
存
す
る
全
昌
寺
と
、
い
ず
れ
も
創

建
16
世
紀
中
頃
の
寺
内
に
入
り
合

掌
、
歴
史
の
重
み
を
感
じ
ま
し
た
。

住
職
の「
お
互
い
を
思
い
や
る
こ
と

が
大
切
」と
い
う
言
葉
に
は
、
心
が

洗
わ
れ
る
よ
う
で
し
た
。

　

施
設
見
学
を
通
し
て
、
い
つ
も
何

気
な
く
通
り
過
ぎ
て
い
る
道
の
近
く

に
遺
跡
、
建
造
物
、
資
料
館
が
あ
る

こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
こ
の
ま
ち
の
文
化
は
わ
た
し
た

ち
皆
で
守
っ
て
い
か
な
く
て
は
い
け

な
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

や

ぶ

さ

め

み

こ

し

ち
ゅ
う
て
つ

雄平さん（弟） 雄太さん（兄）

斎藤 よしえ 記者

　加藤さんの『静と動』のバランス感覚は、繊細な作品を作り上げ、
力強く球を打つ『優しさと強さ』に繋がると思いました。バウンドテ
ニスとパッチワーク、これからも楽しんでくださいね。

　「全日本バウンドテニス選手権大会女子ダブルスミドル」で日本一に輝い
た加藤薫さんに、生き生きライフのコツをうかがってきました。

バウンドテニスを始めたきっかけは？
「40歳を過ぎた頃、自分の人生ってこれで終わっちゃうのかな？って、
少しあせったんです。で、何か習い事をしたいと思って、市の体験ス
クールに入ったのがバウンドテニスとの出会いでした」

5年で日本一ですか。すごいですね。
「運も良かったし、周りの人たちに恵まれたんです。それと負けず嫌い
なので、練習は真面目でしたね。でも楽しいことが一番の原動力！」

パッチワークもご趣味とか？
　「手づくりが好きな仲間と集まっているだけなので、教室ではないんで
　す。で、最初につくったのが、ラケットカバー。試合の時、自作のカ
　バーを見るだけで、力が湧いてくるんですよね」
ズバリ、生き生きライフの秘訣は？
　「静と動、対極の趣味を楽しんでいることでしょうか。バウンドテニス
　で汗をかいて、パッチワークで針を無心に動かす。精神的にとてもバラ
　ンスがとれているように思います。もちろん、私の趣味に理解のある家
　族には大感謝しています」

輝人輝人輝くあなたを応援します
きらっと

14

と　　　のバランスで日本一！

バウンドテニスの「バウンド」とは、「限られ
たスペース」という意味の英語。テニスの
６分の１のコートで行い、テニスラケット
を短くしたラケットを使います。基本的に
はテニスとほぼ同じルールです。

優
勝
ト
ロ
フ
ィ
ー
と

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
の
ラ
ケ
ッ
ト
カ
バ
ー

▼

加藤薫 さん （二子）加藤薫 さん （二子）
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市民音楽祭
文化勤労会館

下水道の大切さを学びました

六ツ師自治会は、（財）自
治総合センター宝くじ助
成を受け、はんてんや提
灯、スピーカーなどを購
入しました。

世界アルツハイマーデー街頭キャンペーン
名鉄西春駅前など市内８か所でＰＲ

平成21年　11月11

市民体育祭2009（表紙も同じ）
師勝小学校

東図書館の入館者が６００万人を突破し、６００万人目となっ
た平田ひとみさん・琉太郎君親子に、市長から記念品が渡
されました。

　県が主催する「第１９回あいち下水道フェア」が豊川浄化セ
ンター（豊橋市）で開催され、本市からは１３人の親子が参加
しました。下水処理施設を見学したり、下水道に関するクイ
ズや催し物を通じて、楽しみながら下水道の仕組みや役割に
ついて学びました。
　「下水道についていろいろ教えてもらえて勉強になりまし
た。微生物があんなに臭い水を２０時間ほどできれいにして
いるなんてとても驚きました」と訪れていた小学生は、感想
を聞かせてくれました。

インターハイのボクシング・ライトフライ級で3位に入賞し
た内山雄平さんと東海高校新人戦のモスキート級で優勝した
雄太さん（二子）の双子の兄弟が、市長へ報告に訪れました。

～アクティブ・シニア・ライフ・北名古屋～

篠田幸彦 記者

宇福寺自治会は、（財）自
治総合センター宝くじ助
成を受け、太鼓やパソコ
ン、プリンタなどを購入
しました。

12
９

19
9

25
9

13
10

雄平さん（弟）雄平さん（弟）雄平さん（弟） 雄太さん（兄）雄太さん（兄）雄太さん（兄）

11
10

輝人
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も
え
の
丘　

青
空
市
場

　

取
れ
た
て
の
新
鮮
な
野
菜
等
を
販
売
し

ま
す
。
た
だ
し
、
商
品
が
な
く
な
り
次
第

終
了
し
ま
す
。

と　

き　

11
月
1
日（
日
）午
前
８
時
30
分

〜
（
毎
月
第
１
日
曜
日
開
催
）

と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
え
の
丘

東
側

問
合
せ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
え
の
丘

※
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

小
・
中
学
生

　
　

総
合
体
育
館
無
料
開
放

◇
ア
リ
ー
ナ

と　

き　

毎
週
土
曜
日
午
前
9
時
〜
正

午
。た
だ
し
、11
月
７
日
・
14
日
は
除
く
。

※
人
数
が
多
い
場
合
は
、
お
断
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

◇
卓
球
室（
市
民
ホ
ー
ル
）

と　

き　

毎
週
土
曜
日
午
前
9
時
〜
正

午
。た
だ
し
、11
月
7
日
・
14
日
は
除
く
。

◇
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室（
中
学
生
の
み
）

と　

き　

毎
週
土
曜
日
午
前
9
時
〜
正
午

※
保
護
者
も
無
料
で
す
。
室
内
用
靴
を
ご

　

持
参
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ
課

　

西
春
駅
前
楽
市

　

西
春
駅
前
商
店
街
協
同
組
合
で
は
、
毎

年
恒
例
の
「
駅
前
楽
市
」
を
開
催
し
ま
す
。

模
擬
店
や
大
福
引
き
会
、
餅
つ
き
大
会
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
子
供
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
撮
影
会
、
ワ
ン
コ
イ
ン
ワ
ゴ
ン

セ
ー
ル
な
ど
楽
し
い
催
し
が
い
っ
ぱ
い
で

す
。

　

な
お
、
雨
天
の
場
合
は
、
大
福
引
き
会

の
み
行
い
ま
す
。

と　

き　

11
月
29
日（
日
）午
前
10
時
〜

と
こ
ろ　

西
春
駅
前
商
店
街

問
合
せ　

村
瀬
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
☎（
21
）0

　

３
２
１

　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

Ｂ
ａ
ｎ
Ｂ
ａ
ｎ
マ
ー
ケ
ッ
ト
実
行
委
員

会
主
催
に
よ
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
行

い
ま
す
。

　

ま
た
、
福
祉
団
体
の
出
店
や
愛
知
県
電

気
商
組
合
西
春
日
井
支
部
の
協
力
に
よ

り
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
展
示
等
も

行
い
ま
す
。

と　

き　

11
月
8
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

後
2
時

と
こ
ろ　

総
合
体
育
館　

ア
リ
ー
ナ

問
合
せ　

環
境
課

※
出
店
受
付
は
終
了
し
て
い
ま
す
。

　

寿 

大 

学

　
　
　
　
《
老
人
ク
ラ
ブ
東
地
区
》

と　

き　

11
月
20
日（
金
）午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

総
合
体
育
館

内　

容

○
演　

芸　

芸
能
発
表
会

　

演
芸
者　

老
人
ク
ラ
ブ
会
員

参
加
費　

３
０
０
円

持
ち
物　

出
席
簿

問
合
せ　

高
齢
福
祉
課

　

い
き
い
き
健
康
ク
ラ
ブ
定
例
会

　
　
　
　
《
老
人
ク
ラ
ブ
西
地
区
》

と　

き　

11
月
１
日（
日
）午
前
10
時
30
分

〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

文
化
勤
労
会
館

内　

容　

文
化
祭
の
芸
能
発
表
会
の
観
覧

参
加
費　

３
０
０
円

持
ち
物　

出
席
簿

問
合
せ　

高
齢
福
祉
課

　

西
春
日
井
地
域
「
福
祉
の
店
」

　

西
春
日
井
地
域
の
７
つ
の
障
害
者
施
設

で
は
、
合
同
で
各
施
設
の
生
産
品
を
販
売

し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と　

き　

11
月
18
日（
水
）
〜
23
日（
月
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

ア
ピ
タ
名
古
屋
空
港
店
３
階

問
合
せ　

尾
張
中
部
福
祉
の
杜
☎（
22
）１

　

１
２
３

　市の消防団が一堂に会する「市消防団観閲式」
を行います。当日は、装備や服装等の点検と日
ごろの訓練の成果を皆さんに披露します。
　消防団長をはじめ157人の消防団員は、防火
広報、巡回パトロールはもちろんのこと、消防
水利点検、放水訓練、水防訓練や総合防災訓練
への参加など、市民の安全と安心を守るため、
厳しい訓練を行っています。
　ぜひ、消防団員の勇姿をご覧ください。
と　き　11月15日（日）午前９時30分～
ところ　西春中学校運動場（雨天の場合は体育館）
問合せ　防災交通課
※駐車場は、西春小学校運動場をご利用ください。

市 消 防 団 観 閲 式
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東
図
書
館
《
今
月
の
催
し
》

◇
こ
ど
も
映
画
会

と　

き

　

第
2
・
4
日
曜
日
午
前
10
時
30
分
〜

◇
サ
ン
デ
ー
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

と　

き　

　

第
3
日
曜
日
午
後
1
時
30
分
〜

◇
紙
芝
居
会

と　

き　

　

第
1
土
曜
日
午
後
２
時
〜

◇
お
話
会

と　

き　

　

第
3
土
曜
日
午
前
11
時
〜

問
合
せ　

東
図
書
館

　

西
図
書
館
《
今
月
の
催
し
》

◇
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー

と　

き　

　

毎
週
日
曜
日
午
後
２
時
〜

◇
お
は
な
し
会

と　

き　

　

毎
週
土
曜
日
午
前
11
時
〜

問
合
せ　

西
図
書
館

　

呈
茶
会

　

名
古
屋
芸
術
大
学
の
学
生
等
に
よ
る

ア
ー
ト
作
品
を
旧
加
藤
家
住
宅
に
展
示
す

る
「
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
０
９
」

の
関
連
企
画
と
し
て
、
茶
道
ク
ラ
ブ
に
よ

る
呈
茶
会
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

11
月
８
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

後
３
時（
席
数
が
な
く
な
り
次
第
終
了
）

と
こ
ろ　

旧
加
藤
家
住
宅

呈
茶
券　

３
０
０
円

問
合
せ　

歴
史
民
俗
資
料
館

　

名
古
屋
芸
術
大
学
演
奏
会

　

市
で
は
、
名
古
屋
芸
術
大
学
と
共
催
し

演
奏
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

第
28
回
室
内
楽
の
夕
べ

と　

き　

12
月
10
日（
木
）午
後
６
時
〜

と
こ
ろ　

熱
田
文
化
小
劇
場（
名
古
屋
市

熱
田
区
神
宮
３‒

１‒

15
）

定　

員　

２
０
０
人（
先
着
順
）

入
場
券　

11
月
20
日（
金
）か
ら
生
涯
学
習

課（
東
庁
舎
）、
文
化
勤
労
会
館
、
東
公

民
館
で
配
布
し
ま
す
。

問
合
せ　

生
涯
学
習
課

　

電
子
楽
器
コ
ー
ス
演
奏
会

と　

き　

12
月
11
日（
金
）午
後
6
時
30
分

〜
と
こ
ろ　

熱
田
文
化
小
劇
場（
名
古
屋
市

熱
田
区
神
宮
３‒

１‒

15
）

定　

員　

１
０
０
人（
先
着
順
）

入
場
券　

11
月
20
日（
金
）か
ら
生
涯
学
習

課（
東
庁
舎
）、
文
化
勤
労
会
館
、
東
公

民
館
で
配
布
し
ま
す
。

問
合
せ　

生
涯
学
習
課

　

ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

　
　

〜
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
の
夕
べ
〜

と　

き　

12
月
12
日（
土
）午
後
４
時
〜

と
こ
ろ　

名
古
屋
芸
術
大
学　

東
キ
ャ
ン

パ
ス

内　

容

○
指
揮
者　

古
谷
誠
一
氏

○
管
弦
楽　

名
古
屋
芸
術
大
学
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ

定　

員　

50
人（
先
着
順
）

入
場
券　

11
月
20
日（
金
）か
ら
生
涯
学
習

課（
東
庁
舎
）、
文
化
勤
労
会
館
、
東
公

民
館
で
１
人
２
枚
ま
で
配
布
し
ま
す
。

問
合
せ　

生
涯
学
習
課

　

囲
碁
・
将
棋
大
会

　

市
文
化
協
会
が
主
催
す
る
囲
碁
・
将
棋

大
会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

囲
碁
大
会

と　

き　

12
月
６
日（
日
）午
前
９
時
〜
午

後
５
時

と
こ
ろ　

総
合
体
育
館

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

の
方

参
加
費　

１
０
０
０
円

申
込
み　

11
月
27
日（
金
）ま
で
に
東
公
民

館
ま
た
は
文
化
勤
労
会
館
へ
。

将
棋
大
会

と　

き　

12
月
13
日（
日
）午
前
９
時
〜
午

後
５
時

と
こ
ろ　

総
合
体
育
館

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

の
方

参
加
費　

５
０
０
円

申
込
み　

12
月
４
日（
金
）ま
で
に
東
公
民

館
ま
た
は
文
化
勤
労
会
館
へ
。

　

生
涯
学
習
講
座
作
品
展

　

生
涯
学
習
講
座
「
ア
メ
リ
カ
ン
ト
ー
ル

ペ
イ
ン
ト
講
座
」
で
制
作
さ
れ
た
作
品
を

展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と　

き　

11
月
24
日（
火
）
〜
12
月
１
日

　
（
火
）午
前
９
時
〜
午
後
９
時

※
11
月
24
日（
火
）は
午
後
１
時
か
ら
、
12

月
１
日（
火
）は
午
後
１
時
ま
で
。

と
こ
ろ　

文
化
勤
労
会
館

問
合
せ　

生
涯
学
習
課

11
月の

休館日：11月2日（月）・　9日（月）
　　　　    ・16日（月）・24日（火）
              　・30日（月）
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子
育
て
支
援
を
考
え
る
交
流
会

　　

尾
張
地
区
「
子
ど
も
に
語
ろ
う
」
推
進

事
業
の
一
環
で
、「
子
育
て
支
援
を
考
え

る
交
流
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

12
月
12
日（
土
）午
前
10
時
〜
正

午
と
こ
ろ　

清
須
市
清
洲
市
民
セ
ン
タ
ー

内　

容　

お
り
が
み
、
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト

づ
く
り
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
、
大
型
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

対　

象　

小
学
校
低
学
年
・
未
就
学
児
の

親
子
、
子
育
て
に
関
心
の
あ
る
方
等

申
込
み　

生
涯
学
習
課（
東
庁
舎
）

　

健
康
づ
く
り
講
座

　

カ
ラ
ー
セ
ラ
ピ
ス
ト
に
よ
る
「
色
と
健

康
」
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
当
日
直
接
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

と　

き　

12
月
3
日（
木
）午
後
1
時
30
分

〜
3
時

と
こ
ろ　

健
康
ド
ー
ム　

研
修
室

テ
ー
マ　
「
カ
ラ
ー
と
健
康
」

講　

師　

岩
田
亜
紀
子
氏（
カ
ラ
ー
セ
ラ

ピ
ス
ト
）

問
合
せ　

東
保
健
セ
ン
タ
ー

　

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

　

健
康
ド
ー
ム
元
気
測
定
室
で
は
、
生
活

習
慣
病
の
予
防
や
健
康
づ
く
り
を
目
的
と

し
た
「
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。
１
回
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
当
日
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

も
利
用
で
き
ま
す
。

○
お
手
軽
ボ
ー
ル
運
動
教
室

と　

き　

11
月
10
日（
火
）・
17
日（
火
）・

22
日（
日
）、
12
月
１
日（
火
）午
後
１
時

30
分
〜
２
時
30
分（
11
月
22
日
は
午
前

10
時
30
分
〜
11
時
30
分
）

定　

員　

25
人（
先
着
順
）

○
や
さ
し
い
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

と　

き　

11
月
12
日（
木
）・
19
日（
木
）・

26
日（
木
）、
12
月
3
日（
木
）午
後
１
時

30
分
〜
２
時
30
分

定　

員　

35
人（
先
着
順
）

※
１
回
に
つ
き
５
０
０
円
の
参
加
費
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
初
め
て
参
加
す
る
方

は
、
自
分
の
健
康
度
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

元
気
測
定「
か
ん
た
ん
コ
ー
ス
」を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
み　

健
康
ド
ー
ム
元
気
測
定
室
☎

（
23
）７
０
０
６

※
申
込
み
は
、
ご
本
人
に
限
り
ま
す
。

　

総
合
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

　
　
　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
指
導

　

総
合
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
で

は
、
次
の
日
程
で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に

よ
る
指
導
お
よ
び
体
力
測
定
を
行
い
ま

す
。

○
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
指
導（
予
約
制
）

と　

き　

11
月
14
日（
土
）・
19
日（
木
） 

午
前
９
時
〜
午
後
１
時
、
１
日（
日
） 

午
後
１
時
〜
５
時
、
６
日（
金
）・
25
日

（
水
）午
後
５
時
〜
９
時

○
体
力
測
定（
予
約
制
）

と　

き　

11
月
10
日（
火
）午
後
５
時
〜
９

時（
1
人
に
つ
き
40
分
間
）

※
１
回
に
つ
き
大
人
３
０
０
円
、小
人（
中

学
生
）１
０
０
円
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

使
用
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
定
期
券

（
大
人
１
か
月
３
５
０
０
円
、
３
か
月

９
０
０
０
円
）も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ
課

　

介
護
者
の
た
め
の

　
　
　
　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
室

と　

き　

11
月
27
日（
金
）午
前
10
時
30
分

〜
午
後
1
時
30
分

と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
え
の
丘

対　

象　

在
宅
で
介
護
を
し
て
い
る
方

定　

員　

36
人（
先
着
順
）

内　

容

第
１
部　

○
講　

演　
「
高
齢
者
の
心
の
健
康
」

　

講　

師　

岡
崎
勝
彦
氏（
養
南
病
院
精

神
保
健
福
祉
士
）

第
2
部

○
交
流
会（
昼
食
会
）

申
込
み　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
高

齢
福
祉
課
内
・
東
庁
舎
）

※
送
迎
を
ご
希
望
の
方
は
、
事
前
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

　個人の健康状態にあわせ、医師、栄養士、健康
運動指導士、保健師が健康づくりを応援します。
　全12回で2コース実施します。ぜひご参加
ください。
と　き
①12月5日（土）・10日（木）・18日（金）・24日
　（木）、　1月7日（木）・14日（木）・21日（木）・
　28日（木）、2月4日（木）・11日（木）・18日
　（木）、3月4日（木）　午後2時～4時
※12月5日、2月18日は午前9時～正午

②12月5日（土）・12日（土）・20日（日）・26日
　（土）、1月9日（土）・16日（土）・23日（土）・
　30日（土）、　2月6日（土）・13日（土）・18日
　（木）・27日（土）　午後2時～4時
※12月5日、2月18日は午前9時～正午
ところ　健康ドーム
対　象　おおむね60歳以上の方
定　員　各5人（先着順）
参加費　4,000円（トレーニング室利用料1回
　　　　につき500円で、8回分）
申込み　11月2日（月）から高齢福祉課（東庁舎）
　　　　へ。

シニアヘルスアップ教室シニアヘルスアップ教室シニアヘルスアップ教室シニアヘルスアップ教室シニアヘルスアップ教室
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第
２
回
神
経
系
難
病
患
者
・

　
　
　
　
　
　
　
　

家
族
教
室

　

保
健
所
で
は
、
神
経
系
難
病
で
療
養
さ

れ
て
い
る
方
や
家
族
の
方
を
対
象
に
「
つ

ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。
日
頃
の
療
養
生

活
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
で
気
分
転
換
を
図
り
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

12
月
２
日（
水
）午
後
２
時
〜
４

時
と
こ
ろ　

師
勝
保
健
所　

相
談
室

内　

容　

交
流
会
、
音
楽
療
法
士
に
よ
る

「
音
楽
で
ク
リ
ス
マ
ス
会
」

申
込
み　

12
月
１
日（
火
）ま
で
に
師
勝
保

健
所
健
康
支
援
課
地
域
保
健
グ
ル
ー
プ

☎（
23
）５
８
１
１
へ
。
フ
ァ
ク
ス（
25
）

２
０
１
８
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

う
つ
病
家
族
の
た
め
の
教
室

　

う
つ
病
の
方
の
気
持
ち
を
理
解
す
る
こ

と
で
、
対
応
の
し
か
た
を
学
び
、
家
族
ど

う
し
の
交
流
を
図
り
ま
す
。

と　

き　

11
月
20
日（
金
）午
後
２
時
〜
３

時
30
分

と
こ
ろ　

師
勝
保
健
所　

大
会
議
室

対　

象　

う
つ
病
の
方
の
家
族

内　

容

○
う
つ
病
当
事
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

○
家
族
交
流
会

申
込
み　

電
話
で
師
勝
保
健
所
健
康
支
援

課
こ
こ
ろ
の
健
康
推
進
グ
ル
ー
プ
☎

（
23
）５
８
１
１
へ
。

　

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

第
７
回

と　

き　

11
月
12
日（
木
）午
後
２
時
〜
４

時
と
こ
ろ　

市
役
所
西
庁
舎
分
館　

大
会
議

室
対　

象　

現
在
求
職
活
動
中
の
方

定　

員　

30
人（
先
着
順
）

演　

題　
「
面
接
は
、
自
分
と
い
う
商
品

の
プ
レ
ゼ
ン
の
場
」

講　

師　

小
木
曽
聡
美
氏（
キ
ャ
リ
ア
・

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
産
業
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
）

申
込
み　

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
商
工
農
政
課

（
東
庁
舎
）へ
。

○
フ
ァ
ク
ス　
（
23
）３
１
６
０

○
Ｅ
メ
ー
ル　

shoko@
city.kitanago

　

ya.lg.jp

　

上
級
救
命
講
習

　

西
春
日
井
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
で

は
、「
も
し
も
」
の
と
き
に
役
立
つ
応
急

手
当
の
方
法
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）の
取
り
扱
い
等
の
救
命
講
習
会
を

行
い
ま
す
。

と　

き　

12
月
20
日（
日
）午
前
９
時
〜
午

後
６
時

と
こ
ろ　

健
康
ド
ー
ム　

研
修
室

対　

象　

北
名
古
屋
市
、
清
須
市
、
豊
山

町
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

定　

員　

30
人
程
度（
先
着
順
）

申
込
み　

講
習
日
の
１
か
月
前
か
ら
西
春

日
井
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
消
防
課

へ
。

　

☎（
22
）４
９
５
４
（
平
日
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分
）

　

☎（
22
）２
５
１
１
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
お
よ
び
右
記
以
外
の
時
間
）

※
後
日
終
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

　

第
４
回

　

多
文
化
共
生
社
会
づ
く
り
講
座

　

市
国
際
交
流
協
会
で
は
、「
国
籍
や
民

族
の
違
い
な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
、
と
も
に

学
び
働
く
こ
と
が
で
き
る
豊
か
で
活
力
あ

る
北
名
古
屋
市
」
を
目
指
し
て
、
多
文
化

共
生
社
会
づ
く
り
講
座
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

と　

き　

12
月
12
日（
土
）午
後
１
時
30
分

〜
３
時
45
分

と
こ
ろ　

文
化
勤
労
会
館　

研
修
室

定　

員　

30
人（
先
着
順
）

講　

師　

大
町
恵
子
氏（
マ
レ
ー
シ
ア
元

青
年
海
外
協
力
隊
員
）、
太
田
広
和
氏

（
カ
ン
ボ
ジ
ア
元
青
年
海
外
協
力
隊
員
）

申
込
み　

11
月
30
日（
月
）ま
で
に
電
話
、

は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で
市
国
際
交
流
協
会（
西
庁
舎
）

へ
。

○
郵
送　

〒
４
８
１‒

８
５
３
１（
住
所
不

要
）北
名
古
屋
市
国
際
交
流
協
会
行

○
フ
ァ
ク
ス　
（
25
）１
８
０
０

〇
Ｅ
メ
ー
ル　

kokusai@
city.kitana

　

goya.lg.jp

 

「
サ
ン
タ
が
家
に
や
っ
て
く
る
」

  　
　
　
　
　
　
　

希
望
者
募
集

　

市
商
工
会
青
年
部
で
は
、
部
員
が
サ
ン

タ
ク
ロ
ー
ス
と
な
っ
て
、
皆
さ
ん
の
家
へ

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
お
届
け
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

と　

き　

12
月
24
日（
木
）午
後
６
時
〜
８

時
対　

象　

市
内
在
住
の
保
育
園
・
幼
稚
園

児
を
持
つ
家
庭

定　

員　

60
組（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
）

応
募
期
間　

11
月
２
日（
月
）〜
25
日（
水
）

申
込
み　

所
定
の
用
紙（
市
商
工
会
、
児

童
課
、
総
合
体
育
館
、
文
化
勤
労
会
館

に
あ
り
ま
す
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

市
商
工
会
☎（
25
）０
０
０
１
へ
。
フ
ァ

ク
ス（
25
）１
８
２
２
で
も
受
け
付
け
ま

す
。
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自
衛
官
採
用
案
内

採
用
種
目　

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒

応
募
資
格　

平
成
22
年
４
月
１
日
現
在

で
、
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

○
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
性

○
中
学
校
卒
業（
平
成
22
年
３
月
卒
業
見

込
み
含
む
）の
方
ま
た
は
中
等
教
育
学

校
の
前
期
課
程
修
了
の
方

試
験
日　

第
１
次
試
験　

平
成
22
年
１
月

23
日（
土
）

受
付
期
間　

11
月
１
日（
日
）
〜
平
成
22

年
１
月
８
日（
金
）必
着

申
込
み　

自
衛
隊
愛
知
地
方
協
力
本
部
小

牧
地
域
事
務
所
☎（
73
）２
１
９
０
ま
た

は
募
集
相
談
員
へ
。

市
内
の
自
衛
官
募
集
相
談
員

○
服
部
充
昭
☎（
22
）０
１
１
４

○
後
藤
美
佐
子
☎（
22
）０
４
４
９

○
若
松
芳
明
☎（
23
）６
４
０
３

○
駒
田
憲
三
☎（
22
）６
２
６
８

　

社
会
福
祉
協
議
会
職
員
募
集

職　

種　

地
域
福
祉
に
係
る
相
談
援
助
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
業
務
等
の
専
門
職

募
集
人
員　

若
干
名

応
募
資
格　

昭
和
42
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
、
社
会
福
祉
士
か
精
神
保
健
福

祉
士
の
資
格
を
お
持
ち
の
方
、
ま
た
は

官
公
庁
や
社
会
福
祉
法
人
に
お
い
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
地
域
福
祉
活
動

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
業
務
の
実
務
経
験
が

５
年
以
上（
10
月
１
日
現
在
）あ
る
方

試
験
日

○
第
１
次　

11
月
29
日（
日
）

○
第
２
次　

第
１
次
合
格
者
に
通
知

試
験
内
容

○
第
１
次　

教
養
試
験
、
作
文
試
験

○
第
２
次　

適
性
検
査
、
面
接
試
験

申
込
み　

所
定
の
用
紙（
社
会
福
祉
協
議

会
本
所
に
あ
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
資
格
等
を
証
明

す
る
書
類
を
添
え
て
、
11
月
２
日（
月
）

か
ら
13
日（
金
）ま
で
に
社
会
福
祉
協
議

会
本
所
へ
。

※
郵
送
は
11
月
12
日（
木
）消
印
有
効
。

　

11
月
11
日
は
「
介
護
の
日
」

　
「
介
護
の
日
」
と
は
、
介
護
に
つ
い
て

の
理
解
と
認
識
を
深
め
、
介
護
従
事
者
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
お
よ
び
介
護
を

行
っ
て
い
る
家
族
等
を
支
援
し
、
交
流
を

促
進
す
る
た
め
に
設
定
さ
れ
た
も
の
で

す
。
こ
の
機
会
に
、
介
護
に
つ
い
て
家
庭

で
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

高
齢
福
祉
課

　　　これは北名古屋市の今年１月から８月までに発生した「乗物盗」
　　　の被害件数です。１か月平均38件もの被害が発生しています。
　　　また、「車上ねらい」や「部品ねらい」の件数も336件（1～８月）と市内の犯罪の中
　　　では最も多く、年々増加傾向にあります。
このような被害にあわないためにも、一人ひとりがきちんと防犯対策を行うことが大切で
す。そこで、対策のポイントを確認してみましょう。

盗難被害にあわないために

306
  件

～自転車盗や自動車関連犯罪が多発！～ 自動車盗　　　54件
オートバイ盗　37件
自転車盗　　 215件

合　計　　　306件

「自転車盗」被害防止のポイント！
ポイント１　防犯登録をしましょう
ポイント2　ワイヤー錠等を活用して、ツーロック（カギを２
　　　　　つかけること）を習慣づけましょう
ポイント3　見通しが良く、明るい場所にとめるよう心がけ
　　　　　ましょう

「自動車盗」被害防止のポイント！
ポイント１　車内にカギやかばん等を放置しないようにしま
　　　　　しょう
ポイント2　自動車から離れるときは、わずかな時間でもカ
　　　　　ギを抜き、ドアロックをしましょう
ポイント3　見通しが良く、明るい場所にとめるよう心がけ
　　　　　ましょう
ポイント4　ハンドル固定装置や警報器等の防犯装
　　　　　置を複数組み合わせて活用
　　　　　しましょう
ポイント5　路上駐車をせず、管理
　　　　　のしっかりした場所に
　　　　　駐車しましょう 問合せ　防災交通課
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個
人
事
業
税
第
２
期
分
の　

　
　
　
　

納
税
を
お
忘
れ
な
く

　

個
人
事
業
税
第
２
期
分
の
納
期
限
は
、

11
月
30
日（
月
）で
す
。

　

11
月
中
旬
に
県
か
ら
納
税
通
知
書
が
送

付
さ
れ
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
最
寄

り
の
金
融
機
関
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
、
名
古
屋
北
部
県
税
事
務
所
の
収

納
窓
口
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、P

ay-easy
（
ペ
イ
ジ
ー
）に
対

応
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン

グ
ま
た
は
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
利
用
し
て
納
付
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
領
収
証
書
は
発
行
さ

れ
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

名
古
屋
北
部
県
税
事
務
所
☎
０

　

５
２（
５
３
１
）６
３
０
４

　

青
色
決
算
・

　
　
　
　
　

年
末
調
整
説
明
会

　

名
古
屋
西
税
務
署
で
は
、
平
成
21
年
分

の
青
色
決
算
お
よ
び
年
末
調
整
に
関
す
る

説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

青
色
決
算（
個
人
）説
明
会

と　

き　

11
月
18
日（
水
）午
前
10
時
〜
正

午
と
こ
ろ　

総
合
体
育
館

持
ち
物　

事
前
に
郵
送
さ
れ
た
説
明
資
料

年
末
調
整（
法
人
）説
明
会

と　

き　

11
月
18
日（
水
）午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

総
合
体
育
館

持
ち
物　

事
前
に
郵
送
さ
れ
た
説
明
資
料

※
関
係
用
紙
類
が
不
足
す
る
場
合
は
、
説

明
会
場
ま
た
は
税
務
署
で
お
渡
し
し
ま

す
。

問
合
せ　

名
古
屋
西
税
務
署
☎
０
５
２

（
５
２
１
）８
２
５
１

　

税
の
無
料
相
談

　

市
商
工
会
で
は
、
青
色
事
業
所
得
者
を

対
象
に
、
記
帳
指
導
、
消
費
税
相
談
、
年

末
調
整
指
導
を
行
い
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
１
か
月
前
か
ら
電

話
で
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

記
帳
指
導

と　

き　

12
月
１
日（
火
）午
前
10
時
〜
午

後
４
時

消
費
税
相
談

と　

き　

12
月
16
日（
水
）午
前
10
時
〜
午

後
４
時

年
末
調
整
指
導　

と　

き　

12
月
24
日（
木
）午
前
10
時
〜
午

後
４
時

と
こ
ろ　

市
商
工
会
東
会
館（
旧
師
勝
町

商
工
会
館
）

申
込
み　

市
商
工
会
東
会
館
☎（
22
）５
４

　

１
１

　

県
多
重
債
務
者

　
　
　
　
　

無
料
相
談

　

サ
ラ
金
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
借
金
で
お
悩

み
の
方
を
対
象
に
、
弁
護
士
、
司
法
書
士
、

相
談
員
な
ど
が
電
話
や
面
談
で
無
料
相
談

を
行
い
ま
す
。

と　

き　

11
月
14
日（
土
）午
前
10
時
〜
午

後
３
時

と
こ
ろ　

中
央
県
民
生
活
プ
ラ
ザ（
名
古

屋
市
中
区
三
の
丸
３‒

１‒

２
自
治
セ
ン

タ
ー
１
階
）ま
た
は
尾
張
県
民
生
活
プ

ラ
ザ（
一
宮
市
本
町
４‒

３‒

１
ル
ボ
・

テ
ン
サ
ン
ビ
ル
４
階
）

問
合
せ　

中
央
県
民
生
活
プ
ラ
ザ
☎
０
５

　

２（
９
６
２
）５
１
０
０
ま
た
は
尾
張
県

　

民
生
活
プ
ラ
ザ
☎
０
５
８
６（
71
）５
９

　

０
０

北名古屋市の人口

総人口
男　性
女　性
世帯数

81,411人　  （＋ 32）
４1，027人　  （＋ 13）
４０，384人　  （＋ 19）
32,360世帯  （＋ 12）

（10月1日現在）

保育料の振替（11月分）
　保育料の振替ができるよう、
預貯金の確認をお願いします。
振替日　11月6日（金）

市役所窓口延長
　金曜日は、午後７時３０分ま
で戸籍・住民票・税務などの
証明事務、市税などの収納業
務を行っています。
西庁舎　毎月第１・３金曜日
東庁舎　毎月第２・４金曜日

平成21年
市内の交通事故状況

人身事故数は死亡事故数を含む。
西枇杷島警察署調べ。

９月 累計

死亡事故

人身事故

物損事故

0件 1件
0人 1人

39件 389件
56人 520人
168件 1,644件

11月の納税

納期は11月30日(月)までです。

〇十五ケ用水賦課金　　 全  期
〇国民健康保険税　　　 第6期
〇後期高齢者医療保険料　第5期
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自
転
車
に
よ
る
事
故
が

　
　
　
　
　

多
発
し
て
い
ま
す

　

市
内
で
は
、
１
月
か
ら
９
月
末
ま
で
に

自
転
車
に
よ
る
交
通
事
故
が
１
１
４
件
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

自
転
車
に
乗
る
と
き
は
、「
自
転
車
安

全
利
用
５
則
」
を
こ
こ
ろ
が
け
、
安
全
運

転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
は
車
道
が
原
則
、
歩
道
は
例
外

○
車
道
で
は
、
前
後
左
右
の
車
の
動
き
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

車
道
は
左
側
を
通
行

○
車
道
の
左
端
に
沿
っ
て
走
り
ま
し
ょ

う
。

歩
道
は
歩
行
者
優
先
、
車
道
寄
り
を
徐
行

○
13
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
や
70
歳
以
上
の

方
が
自
転
車
を
運
転
す
る
場
合
は
、
歩

道
を
通
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
歩
行
者
の
通
行
を
妨
げ
る
お
そ

れ
が
あ
る
と
き
は
、
一
時
停
止
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

安
全
ル
ー
ル
を
守
る

○
飲
酒
運
転
、
２
人
乗
り
、
並
進（
並
ん

で
進
む
こ
と
）等
は
交
通
ル
ー
ル
で
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

○
13
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
か
ぶ
り
ま
し
ょ
う
。

　

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
（
株
）大
杉
運
輸
様
か
ら
、
交
通
安
全
事

業
の
た
め
に
10
万
円
の
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
税
等
の

　
　

納
付
済
額
通
知
書
を

　
　
　
　

１
月
に
発
送
し
ま
す

　

市
で
は
、
毎
年
11
月
下
旬
に
国
民
健
康

保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
の
「
納
付
済
額
通
知
書
」
を
納

税（
付
）義
務
者
あ
て
に
郵
送
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
度
は
確
定
し
た
納
付
済
額
を

お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
発
送
時
期
を
来
年

１
月
下
旬
に
変
更
し
ま
す
。

　

勤
務
先
で
の
年
末
調
整
や
確
定
申
告
に

必
要
な
方
は
、
電
話
ま
た
は
窓
口
へ
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

国
保
医
療
課（
東
・
西
庁
舎
）

文化勤労会館
　◇大ホール　平成22年6月分
　◇大ホール以外　平成22年2月分
　◇展示室・エントランスホール　平成２２年３月分
　と　き　12月1日（火）午前8時50分～
　　　　　受付 ： 午前8時35分～
　ところ　文化勤労会館 エントランスホール

   体育 ・ 学校施設〈12月分〉
◇二子テニスコート
　　と　き　11月7日（土）午前8時40分～
　　　　　　受付 ： 午前8時30分～
　　ところ　総合体育館 市民ホール

◇市民グラウンド ・ 中学校グラウンド夜間照明
　　　　（訓原・西春・白木・天神中学校）

　　 と　き　11月14日（土）午前8時40分～
　　 　　　　受付 ： 午前8時30分～
　　 ところ　総合体育館 大 ・ 小会議室

◇学校施設（体育館 ・ テニスコート）
　　と　き　11月14日（土）午前9時40分～
　　　　　　受付 ： 午前9時30分～
　　ところ　総合体育館 大 ・ 小会議室

東公民館〈2月分〉
　と　き　12月1日（火）午前9時～
　　　　　受付 ： 午前8時50分～
　ところ　東公民館 視聴覚室 ※師勝中学校は耐震工事のため、平成22年

　12月まで使用できません。

　文化勤労会館、東公民館および体育・学校施設の
利用抽選会を次のとおり行います。
　お問い合わせは、生涯学習課またはスポーツ課へ。
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公共施設等の連絡先

○市役所西庁舎分館
（22）1111

○市役所西庁舎・東庁舎
代表 　（22）1111

○文化勤労会館
（25）5111

○西図書館 （25）6406

○歴史民俗資料館
（25）3600

○総合福祉センターもえの丘
（26）2888

○健康ドーム
（23）7006

○総合体育館
（24）0661

○東保健センター
（23）4000

○西保健センター
（24）1551

○東公民館 （22）4560

○東図書館 （25）3600

○回想法センター
（24）5337
（旧加藤家住宅内）

○陽だまりハウス
（25）8118

○社会福祉協議会本所
（22）1111
（西庁舎分館内）

○シルバー人材センター本部・西支所
（21）0810

○シルバー人材センター東支所
（21）3103

犬
の
ふ
ん
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

　

犬
の
「
ふ
ん
」
に
関
す
る
苦
情
が
多
数

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
マ
ナ
ー
の
悪
い
飼

い
主
の
た
め
に
皆
さ
ん
が
迷
惑
を
し
て
い

ま
す
。
犬
の
「
ふ
ん
」
は
必
ず
飼
い
主
の

責
任
で
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

※
犬
の「
ふ
ん
」の
放
置
や
リ
ー
ド（
ひ
も
）

を
つ
け
な
い
散
歩
は
、
法
律
・
条
例
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

環
境
課

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は

　
　
　
　
　
　
　

お
済
み
で
す
か

　

消
防
法
の
改
正
に
伴
い
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
警
報
器
は
、
住
宅
火
災
を
い
ち
早
く

知
ら
せ
て
く
れ
る
も
の
で
す
。
ま
だ
設
置

し
て
い
な
い
方
は
、
早
急
に
設
置
し
ま

し
ょ
う
。

問
合
せ　

西
春
日
井
広
域
事
務
組
合
消
防

本
部
予
防
課
☎（
22
）２
５
１
１

　

再
就
職
を
目
指
す
離
職
者
の
方
へ

　
　

授
業
料
等
を
助
成
し
ま
す

　

市
で
は
、
雇
用
対
策
の
一
環
と
し
て
平

成
20
年
10
月
以
降
に
離
職
を
さ
れ
た
方

に
、
再
就
職
に
必
要
な
技
術
お
よ
び
技
能

訓
練
を
受
け
る
た
め
の
授
業
料
等
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

対　

象　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

〇
市
内
に
６
か
月
以
上
在
住
し
て
い
る
方

〇
平
成
20
年
10
月
１
日
以
降
に
離
職
さ
れ

た
方

〇
離
職
し
た
日
の
翌
日
以
降
に
公
共
職
業

能
力
開
発
施
設
や
各
種
学
校
等
で
訓
練

を
受
け
て
い
る
方
、
ま
た
は
受
講
修
了

後
２
か
月
以
内
の
方

助
成
額　

月
額
１
万
円（
24
万
円
を
限
度
）

申
込
み　

所
定
の
交
付
申
請
書（
商
工
農

政
課
に
あ
り
ま
す
）に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
在
学
期
間
を
証
明
す
る
書
類
を

添
え
て
商
工
農
政
課（
東
庁
舎
）へ
。

　

育
児
・
介
護
休
業
法
の
改
正

　

子
育
て
や
介
護
を
し
な
が
ら
働
き
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
目
指
し
て
、
育

児
・
介
護
休
業
法
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

①
３
歳
ま
で
の
子
を
養
育
す
る
労
働
者
に

つ
い
て
、
短
時
間
勤
務
制
度
お
よ
び
所

定
外
労
働（
残
業
）の
免
除
の
義
務
化

②
子
の
看
護
休
暇
制
度
の
拡
充

③
父
母
と
も
に
育
児
休
業
を
取
得
す
る
場

合
、
１
歳
２
か
月（
現
行
１
歳
）ま
で
の

間
に
、
１
年
間
育
児
休
業
を
取
得
可
能

④
出
産
後
８
週
間
以
内
の
父
親
の
育
児
休

業
取
得
の
促
進

⑤
労
使
協
定
に
よ
る
専
業
主
婦（
夫
）除
外

規
定
の
廃
止

⑥
介
護
休
暇
の
新
設

⑦
苦
情
処
理
・
紛
争
の
解
決
の
援
助
お
よ

び
調
停
の
仕
組
み
の
創
設

⑧
勧
告
に
従
わ
な
い
場
合
の
公
表
制
度
お

よ
び
過
料
の
創
設

施
行
日　

公
布
日（
７
月
１
日
）か
ら
１
年

以
内
の
政
令
で
定
め
る
日
。
⑦
の
う

ち
、
調
停
に
つ
い
て
は
平
成
22
年
４
月

１
日
、⑦
の
そ
の
他
と
⑧
は
９
月
30
日
。

な
お
、
①
お
よ
び
⑥
に
つ
い
て
は
、
常

時
１
０
０
人
以
下
の
労
働
者
を
雇
用
す

る
事
業
主
に
つ
い
て
は
、
公
布
日
か
ら

３
年
以
内
の
政
令
で
定
め
る
日
。

問
合
せ　

愛
知
労
働
局
雇
用
均
等
室
☎

０
５
２（
２
１
９
）５
５
０
９

　
「
愛
知
県
最
低
賃
金
」
の
改
正

　

県
内
の
事
業
場
で
働
く
常
用
、
臨
時
、

パ
ー
ト
な
ど
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る

「
愛
知
県
最
低
賃
金
」
は
、
10
月
11
日
か

ら
時
間
額
７
３
２
円
に
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

　

な
お
、
県
の
産
業
別
最
低
賃
金（
７
業

種
）は
、
現
在
、
改
正
の
た
め
調
査
審
議

中
で
す
の
で
、
今
後
の
改
正
状
況
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

名
古
屋
西
労
働
基
準
監
督
署
☎

０
５
２（
４
８
１
）９
５
３
３
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子
ど
も
・
家
庭
１
１
０
番　

　

県
で
は
、専
門
の
家
庭
支
援
相
談
員
が
、

家
庭
で
の
悩
み
や
問
題
な
ど
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

と　

き　

月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜

午
後
５
時

連
絡
先　

☎
０
５
２（
９
５
３
）４
１
５
２

　

児
童
虐
待
相
談

　
「
児
童
虐
待
で
は
」
と
思
わ
れ
る
こ
と

が
あ
っ
た
ら
、す
ぐ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と　

き　

月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時

連
絡
先　

児
童
課
お
よ
び
県
中
央
児
童
・

　

障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
☎
０
５
２（
９
６

　

１
）７
２
５
０

※
緊
急
の
場
合
は
、
市
役
所
☎（
22
）１
１

　

１
１（
夜
間
対
応
可
）へ
。

　

教
育
相
談

　

い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
、
学
校
教
育
に

関
す
る
悩
み
な
ど
の
相
談
に
、
電
話
や
面

接
で
応
じ
ま
す
。

と　

き　

毎
週
火
・
木
・
金
曜
日
午
前
９

　

時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
あ
け
ぼ

の
」（
高
田
寺
起
返
18
）

連
絡
先　

☎（
24
）４
１
５
２

　

い
じ
め
・
不
登
校
相
談

と　

き　

月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜

午
後
４
時

連
絡
先　

県
尾
張
教
育
事
務
所
☎
０
５
２

（
９
６
１
）０
９
０
０

　

子
育
て
相
談

　

子
育
て
の
不
安
や
悩
み
な
ど
の
相
談
に

応
じ
ま
す
。

保
健
師
・
保
育
士
に
よ
る
電
話
相
談

と　

き　

月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜

午
後
４
時

連
絡
先　

☎（
22
）５
１
５
１

【
予
約
制
】

〇
保
健
師
・
保
育
士
に
よ
る
面
接
相
談

と　

き　

月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜

午
後
４
時

〇
言
語
聴
覚
士
に
よ
る
発
達
相
談

と　

き　

月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
10
時
〜

午
後
４
時

連
絡
先　

☎（
26
）７
７
６
３

　

精
神
障
害
者
と

　
　
　

家
族
の
た
め
の
相
談

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
太
陽
で
は
、
精
神
障
害
を

有
す
る
方
の
自
立
と
社
会
参
加
の
促
進
を

目
的
に
、
職
業
生
活
を
体
験
で
き
る
機
会

や
場
所
の
提
供
、
日
常
生
活
の
支
援
や
困

り
ご
と
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
太
陽
☎（
25
）０
６

　

３
１

　

た
ん
ぽ
ぽ
相
談

　
「
聞
く
、話
す
、読
む
、書
く
、計
算
す
る
」

な
ど
の
行
為
、
ま
た
は
「
不
注
意
、
多
動

性
、
衝
動
性
、
対
人
関
係
」
な
ど
で
困
難

を
示
す
お
子
さ
ん
で
お
悩
み
の
保
護
者

は
、
県
立
一
宮
東
養
護
学
校
の
た
ん
ぽ
ぽ

相
談（
教
育
相
談
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

保
護
者
の
皆
さ
ん
が
抱
え
て
い
る
疑
問

や
不
安
、
悩
み
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
ま

し
ょ
う
。

申
込
み　

県
立
一
宮
東
養
護
学
校
☎
０
５

　

８
６（
51
）５
３
１
１

　

市
男
女
共
同
参
画
相
談

　
「
北
名
古
屋
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条

例
」
に
基
づ
き
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進

に
関
す
る
市
の
施
策
へ
の
意
見
や
、
男
女

共
同
参
画
を
阻
害
す
る
権
利
侵
害
に
関
し

て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

市
は
、
住
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
か
ら

の
意
見
に
対
し
適
切
に
対
応
し
ま
す
。
ま

た
、
権
利
侵
害
に
つ
い
て
、
男
女
共
同
参

画
相
談
委
員
が
相
談
お
よ
び
処
理
、
助
言

に
あ
た
り
ま
す
。

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

相
談
委
員

　

伴
麻
里（
弁
護
士
）

　

三
枝
優（
大
学
教
授
）

連
絡
先　

相
談
や
ご
意
見
が
あ
る
方
は
、

　

生
涯
学
習
課（
東
庁
舎
）へ
。

　

11
月
12
日
〜
25
日
は

　

女
性
に
対
す
る

　
　
　
　
　

暴
力
を
な
く
す
運
動

　

配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
「
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス（
Ｄ
Ｖ
）」
は

犯
罪
で
あ
り
、
人
権
を
侵
害
す
る
重
大
な

問
題
で
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
専
門
機

関
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

女
性
悩
み
ご
と
電
話
相
談

○
愛
知
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

と　

き　

月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜

午
後
９
時

連
絡
先　

☎
０
５
２（
９
１
３
）３
３
０
０

○
ウ
ィ
ル
あ
い
ち

と　

き　

火
曜
日
〜
日
曜
日
午
前
９
時
〜

正
午
、
午
後
０
時
45
分
〜
４
時
30
分
。

た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
は
午
後
４
時
ま

で
。

連
絡
先　

☎
０
５
２（
９
６
２
）２
６
１
４

Ｄ
Ｖ
専
門
電
話
相
談

と　

き　

第
１
週
は
水
曜
日
、
そ
の
他
の

週
は
土
曜
日
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

連
絡
先　

☎
０
５
２（
９
６
２
）２
５
６
８

育児への不安、いじめ、児童虐待など
気軽にご相談ください！



平成21年　11月21

各種相談をご利用ください。詳しくは、各窓口へ。

相 談 名 と き と こ ろ 相 談 員 問 合 せ

家庭・児童相談  随時 ８:30～ 17:00 東庁舎児童課 市の家庭相談員 児童課

女性相談  11月5日（木）　10:00～ 15:30 東庁舎市民相談室 県の女性相談員 児童課

母子家庭等就業相談
 11月19日（木） 10:00～ 12:00 西庁舎分館相談室

県の就業相談員 児童課
 11月19日（木） 13:30～ 15:30 東庁舎市民相談室

母子自立支援相談
 随時 10:00～ 16:00 東庁舎児童課

市の母子自立支援
員 児童課

 11月19日（木） 10:00～ 12:00 西庁舎分館相談室

心身障害者相談
 11月10日（火） 10:00～ 12:00 東庁舎市民相談室

身体障害者相談員
知的障害者相談員

社会福祉課・高齢福祉課
※電話での相談可

 11月25日（水） 10:00～ 12:00 西庁舎分館相談室

法律相談

 11月12日（木）・26日（木）
 9:00～ 12:00

総合福祉センター
もえの丘相談室

弁護士
社会福祉協議会本所
※予約制　11月2日　
　（月）から受付開始
※相談時間１組30分 11月19日（木）・12月3日（木）

 9:00～ 12:00 西庁舎分館会議室

司法書士相談  11月17日（火） 13:00～ 16:00 総合福祉センター
もえの丘相談室 司法書士

社会福祉協議会本所
※予約制　11月2日　
　（月）から受付開始
※相談時間1組50分

心のケア相談  12月1日（火） ９:00～ 12:00 西庁舎分館相談室
全日本カウンセリ
ング協議会認定カ
ウンセラー

社会福祉協議会本所

ボランティア相談  11月18日（水） 13:30～ 15:30
総合福祉センターも
えの丘ボランティア
専用室

ボランティア活動
実践者、社会福祉
協議会職員

社会福祉協議会本所

心配ごと相談  11月10日（火）・21日（土） 
  9:00～ 12:00 西庁舎分館相談室 社会保険労務士等 社会福祉協議会本所

※電話での相談可

住宅トラブル相談  11月17日（火） 10:00～ 12:00 西庁舎分館相談室
マンション管理士、宅
地建物取引主任者、
シニアライフアドバイ
ザー、測量士補

社会福祉協議会本所
※予約制　11月2日　
　（月）から受付開始
※相談時間1組50分

不動産取引の悩みごと相談  11月19日（木） 13:00～ 16:00 西庁舎分館相談室 愛知県宅地建物
取引業協会 社会福祉協議会本所

消費生活相談  毎週水曜日 13:30～ 16:30 東庁舎市民相談室 消費生活専門相
談員

商工農政課
※電話での相談可

求人情報提供職業相談・職
業紹介  随時 9:00～ 17:00 西庁舎分館地域職

業相談室
職業相談員（地域
職業相談室担当）

北名古屋市地域職業相
談室　☎（24）8689

国民年金相談
 毎週月・木曜日 9:00～ 12:00 東庁舎国保医療課

年金相談員 国保医療課（東・西庁舎）
※年金手帳持参

 毎週火・金曜日 9:00～ 12:00 西庁舎国保医療課

広聴相談（行政一般）  随時 9:00～ 17:00 西庁舎内会議室等 市職員 企画広報課
※予約制



成人保健事業
名 称 実 施 日 会 場 時 間 対 象 ・ 詳 細

成人健康相談・
心の健康相談

西保健センター

成人保健事業の予約・申込み・お問い合わせは、
西保健センターへ。

13：30～15：30 持ち物：健康手帳
内　容：〔成人健康相談〕血圧測定、尿検査、 
　　　　栄養・健康相談
　　　〔心の健康相談〕不安・イライラ・
　　　　不眠など心に関する健康相談

お 知 ら せ

11月30日（月） 

母子健康手帳発行
○ところ　東保健センター
　と　き　1１月９日（月）・２４日（火）午前１0時～10時 30分
　　　　（受付：午前9時45分～10時）

○ところ　西保健センター
　と　き　1１月４日（水）・１８日（水）・1２月２日（水）午前10
　　　　時～10時30分（受付：午前9時45分～10時）
　持ち物　妊娠届出書、ボールペン
　問合せ　東・西保健センター
ポリオ予防接種

　
　

　ところ　健康ドーム　健康増進広場
　受　付　午後１時１５分～２時
　対　象　生後３か月～７歳６か月未満
　問合せ　東・西保健センター
　※1回目の接種から41日以上間隔をあけてください。　　
　　下痢をしているお子さんは接種できません。

個別接種（三種・二種混合２期、ＭＲワクチン：要予約）
　　お子さんの体調の良い時に接種を受けてください。
　持ち物　母子健康手帳、予防接種予診票、健康保険証、子
　　　　　ども医療費受給者証
　問合せ　東・西保健センター
　※指定医療機関にあらかじめ電話で予約してください。
子どもインフルエンザ予防接種費補助
　対　象　1歳以上から15歳 ( 中学3年生）までのお子さん
　期　間　１０月１日（木）～平成２２年１月３０日（土）
　補助額　接種1回当たり上限1,000円を2回まで補助
　実施方法　市内指定医療機関で接種し、お支払いの際に接
　　　　　種費用から上限1,000円が控除されます。
　問合せ　東・西保健センター
　※市外で接種を受けた場合は、東・西保健センターへお問
　い合わせください。　
高齢者インフルエンザ（季節性）予防接種
　　10月15日以降に指定医療機関以外で高齢者インフル
エンザ予防接種を受けた方は、補助金を交付しますので
東・西保健センターへ申請してください。
　申請に必要なもの　
　　医療機関で使用した予診票（コピー可）、領収書、振込み先
　の口座番号のわかるもの（預金通帳等）、印かん

　問合せ　東・西保健センター

鹿田、熊之庄、能田、野崎、沖村、法成寺
六ツ師、片場、高田寺、久地野、二子、
井瀬木、薬師寺、石橋、中之郷、北野11月26日（木）

11月25日（水）

11月27日（金）九之坪、加島新田、宇福寺、山之腰、鍜治ケ一色、徳重、弥勒寺、西之保

実施日 対象地区

今月の健康川柳：帰ったら　手あらい　うがい　わすれずに

平成21年　11月 22
※外科の受付時間は、各医療機関によって異なりますので、あらかじめお電話でお問い合わせください。

日曜日、祝日に
　急病人が出たときは・・・

11/1
（日）

11/3
（火）

11/8
（日）

11/15
（日）

11/22
（日）

11/23
（月）

11/29
（日）

かんやまクリニック
☎（23）2007

きとう医院
☎052（400）7211

済衆館病院
☎（21）0811

杉山病院
☎（28）1181

新居外科
☎（23）2200

済衆館病院
☎（21）0811

遠藤外科・整形外科
☎052（502）8841

北名古屋市
鹿田

清須市
寺野

北名古屋市
鹿田

豊山町
豊場

北名古屋市
井瀬木

北名古屋市
鹿田

清須市
西枇杷島町

小川歯科医院
☎（21）0818

佐藤歯科医院
☎（23）8818

水野五条歯科
☎（21）4488

関戸歯科医院
☎（24）1833

ふくしま歯科
☎052（400）9466

たけうち歯科医院
☎（23）2098

加藤歯科医院
☎052（504）0118

北名古屋市
沖村

北名古屋市
熊之庄

北名古屋市
鍜治ケ一色

北名古屋市
鹿田

清須市
春日

北名古屋市
片場

清須市
西枇杷島町

外 科 歯 科 所在地所在地

※変更になる場合があります

西部休日急病診療所　清須市西枇杷島町花咲８4
 ☎052（503）8277   

東部休日急病診療所　北名古屋市九之坪白山３９  
☎（23）0122

外科 歯科

内科・小児科

受付時間（9：30～１１：３０／13：00～16：30）

受付時間 ※（10：00～17：00） （9：30～11：30）

西春駅

←

白山 師勝保健所

健康ドーム
東部休日急病診療所東部休日急病診療所東部休日急病診療所

東部休日急病診療所担当医

と　き
休日診療

　救急病院をご紹介します「救急医療情報センター」☎（81）1133

11/1（日）
3（火）
8（日）
15（日）

22（日）

23（月）
29（日）

徳重クリニック
原  則之医師
さはし内科クリニック
ようてい
ファミリークリニック

わかば
　ファミリークリニック
中山医院
田中クリニック



いき きい

母子保健事業
名 称 実 施 日 会 場 時 間 対 象 ・ 詳 細

4か月児健診

※BCG予防
接種も行い
ます。

10か月児健
診

1歳6か月児
健診

2歳児むし歯
予防教室

2歳６か月児
むし歯予防教
室

3歳児健診

育児相談・栄
養相談
母乳相談
（要予約）
発達相談
（要予約）

11月13日（金）

12月4日（金）

1１月4日（水）

11月１８日（水）

1２月２日（水）

11月11日（水）

1２月３日（木）

11月5日（木）

11月19日（木）

11月16日（月）

11月19日（木）

11月10日（火）

11月10日（火）

11月10日（火）
11月26日（木）

健康ドーム

健康ドーム

健康ドーム

健康ドーム

健康ドーム

健康ドーム

西保健センター

西保健センター

東保健センター

東保健センター

西保健センター

西保健センター

西保健センター

西保健センター
東保健センター

母子保健事業の予約・申込み・お問い合わせは、東保健センターへ。

７月１１日～２０日生まれ
  受付13：00～13：15
２１日～３１日生まれ
  受付13：30～13：45
８月1日～１0日生まれ
  受付13：00～13：15
1１日～２０日生まれ
  受付13：30～13：45
１2月２1日～３１日生まれ
  受付13：00～13：15
1月１日～１0日生まれ
  受付13：30～13：45
１月１1日～２０日生まれ
  受付13：00～13：15
２1日～３１日生まれ
  受付13：30～13：45
２月1日～10日生まれ
  受付13：00～13：15
11日～20日生まれ
  受付13：30～13：45
４月１1日～２０日生まれ
  受付13：00～13：15
２１日～３０日生まれ
  受付13：30～13：45

１１月生まれ
  受付9：30～9：45
1２月生まれ
  受付10：00～10：15

4月生まれ
  受付9：30～9：45
5月生まれ
  受付10：00～10：15
4月生まれ
  受付9：00～9：15
5月生まれ
  受付10：00～10：15
11月1日～15日生まれ
  受付13：00～13：15
16日～30日生まれ
  受付13：45～14：00
11月生まれ
  受付13：00～13：45

9：30～11：00

9：30～11：00
 
9：30～11：00
9：30～11：00

対　象：平成21年7月11日～8月20日生ま
れの子

持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の4か
月児健診問診票、BCG予診票、バ
スタオル、体温計、ボールペン

内　容：健診、離乳食の話
※6か月未満児でBCG未接種の場合は、ご
相談ください。
対　象：平成20年12月21日～平成21年

2月20日生まれの子　
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の10

か月児健診問診票、オムツ、ミルク、
バスタオル

内　容：健診、離乳食の話、歯の話、ブック
スタート（絵本の読み聞かせ）

対　象：平成20年4月11日～30日生まれの
子

持ち物：母子健康手帳、歯ブラシ、コップ、
タオル、すこやか手帳の1歳6か月
児健診の問診票　

内　容：健診、歯科健診、フッ化物塗布、親
子遊び　

対　象：平成19年11月・12月生まれの子
持ち物：母子健康手帳、歯ブラシ、コップ、

タオル、すこやか手帳の2歳児むし
歯予防教室問診票　

内　容：染め出し、歯科健診、フッ化物塗布、
個別相談

対　象：平成19年4月・5月生まれの子
持ち物：母子健康手帳、歯ブラシ、コップ、

タオル、すこやか手帳の2歳6か月
児むし歯予防教室問診票

内　容：染め出し、歯科健診、フッ化物塗布、
個別相談　

※歯を磨いてきてください。

対　象：平成18年11月生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の３歳児

健診問診票、視力・聴力検査アンケー
ト、歯ブラシ、コップ、タオル

内　容：健診、尿検査、歯科健診、フッ化物塗布
※視力・聴力の検査は自宅で行ってきてくだ
さい。歯を磨いてきてください。
持ち物：母子健康手帳
内　容：身体測定、個別相談
持ち物：母子健康手帳

持ち物：母子健康手帳

◆ 東保健センター☎（23）4000
◆ 西保健センター☎（24）1551

※歯を磨いてきてください。

※歯を磨いてきてください。
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